
別紙－１⑤　（創意工夫…Ⅰ創意工夫）

［記入方法］「創意工夫キーワード一覧表」の該当する項目「・」に○マークを記入する。施工性、品質、安全性、作業環境、その他の□にレマークを記入する。 （主任監督員）

考 査 項 目 施工性 品質 安全性 作業環境

５．創意工夫 Ⅰ．創意工夫 【施工】
・  1. 施工に伴う器具、工具、装置等に関する工夫又は設備据付後の試運転調整に関する工夫。 □ □ □ （ ）
・  2. コンクリート二次製品などの代替材の利用に関する工夫。 □ □ □ □ □ （ ）
・  3. 土工、地盤改良、橋梁架設、舗装、コンクリート打設等の施工に関する工夫。 □ □ □ □ □ （ ）
・  4. 部材並びに機材等の運搬及び吊り方式などの施工方法に関する工夫。 □ □ □ □ □ （ ）
・  5. 設備工事における加工や組立等又は電気工事における配線や配管等に関する工夫。 □ □ □ □ □ （ ）
・  6. 給排水工事や衛生設備工事等における配管又はポンプ類の凍結防止、配管のつなぎ等に関する工夫。 □ □ □ □ □ （ ）
・  7. 照明などの視界の確保に関する工夫。 □ □ □ □ □ （ ）
・  8. 仮排水、仮道路、迂回路等の計画的な施工に関する工夫。 □ □ □ □ □ （ ）
・  9. 運搬車両、施工機械等に関する工夫。 □ □ □ □ （ ）
・ 10.支保工、型枠工、足場工、仮桟橋、覆工板、山留め等の仮設工に関する工夫。 □ □ □ □ （ ）
・ 11.盛土の締固度、杭の施工高さ等の管理に関する工夫。 □ □ □ □ （ ）
・ 12.施工計画書の作成、写真の管理等に関する工夫。 □ □ □ □ （ ）
・ 13.出来形又は品質の計測、集計、管理図等に関する工夫。 □ □ □ □ （ ）
・ 14.施工管理ソフト、土量管理システム等の活用に関する工夫。 □ □ □ □ （ ）

【新技術活用】
・  1.

【品質】
・  1. 土工、設備、電気の品質向上に関する工夫。 □ □ □ □ □ （ ）
・  2. コンクリートの材料、 打設打込、養生に関する工夫。 □ □ □ □ □ （ ）

 3. 新潟県コンクリート品質確保ガイドライン（案）に基づいた取組を達成した。（＊本項目は２点の加点とする） □ □ □ □ □ （ ）
・  4. 鉄筋、ＰＣケーブル、コンクリート二次製品等の使用材料に関する工夫。 □ □ □ □ □ （ ）
・  5. 配筋、溶接作業等に関する工夫。 □ □ □ □ □ （ ）

【安全衛生】
・ 1. 安全を確保するための仮設備等に関する工夫。（落下物、墜落・転落、挟まれ、看板、立入禁止柵、手摺り、足場 □ □ □ □ □ （ ）
・ 2. 安全教育、技術向上講習会、安全パトロール等に関する工夫。 □ □ □ □ □ （ ）
・ 3. 現場事務所、労務者宿舎等の空間及び設備等に関する工夫。 □ □ □ □ □ （ ）
・ 4. 有毒ガス並びに可燃ガスの処理及び粉塵防止並びに作業中の換気等に関する工夫。 □ □ □ □ □ （ ）
・ 5. 供用中の道路等の事故防止、一般車両突入時の被害軽減対策、及び一般交通の安全確保に関する工夫 □ □ □ □ □ （ ）
・ 6. 作業環境が厳しい現場での環境改善等に関する工夫 □ □ □ □ □ （ ）
・ 7. ゴミの減量化、アイドリングストップの励行等の地球環境への工夫 □ □ □ □ □ （ ）

【その他】
・ 1. （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □ □ □ □ □ （ ）
・ 2. 「週休2日取得モデル工事」を実施し、技術者が週休２日（４週８休相当）を達成。　 □ （ ）

（＊本項目は3点の加点とする。）

【ICT活用】
・  1. ＩＣＴ（情報通信技術）を活用した情報化施工を取り入れた工事。（簡易型ICTも可とする）

（※本項目は受注者選択型、発注者指定型を問わず2点の加点とする。）

記述評価 　 【創意工夫の詳細評価】

評点　　　点

□ （                                                 ）

（○マークを付した
キーワード項目につ
いて評価内容を記
述）

□ □ □ □ □ （                                                 ）

NETISやMade in 新潟新技術普及制度等、国や地方自治体の新技術制度に登録された新技術を受注者からの提案
により活用した。
（＊本項目は、1つの新技術の活用につき2点の加点とし、最大4点の加点評価とする。）

□ □ □ □

工事成績採点の考査項目の考査項目別運用表

細　　別 １．創意工夫キーワード一覧表（創意工夫が多く見られるリスト） その他（項目記載）

（採点指標）
※１．特に評価すべき創意工夫事例を加点評価する。評価に当たって、その効果を確認する。
※２ ICT活用試行対象工事については、 【施工】【新技術活用】【品質】【安全衛生】【その他】の合計で最大５点までの加点評価とし、【ICT活用】項目が評価された場合（２点）のみ最大７点の加点評価ができる

ICT活用試行対象工事以外については、【施工】【新技術活用】【品質】【安全衛生】【その他】の合計で最大７点の加点評価ができる。

※３．該当するキーワード数と重みを勘案して評定する。１項目１点を目安とするが、内容によってはそれ以上の点数を与えてもよい。
※４．上記の考査項目の他に評価に値する企業の工夫があれば、その他に具体の内容を記載して加点する。なお、総括監督員が評価する「工事特性」との二重評価は行わない。
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別紙－３①　（施工状況…Ⅰ施工管理）

工事成績採点の考査項目の考査項目別運用表
［記入方法］該当するチェック項目「・」に◯マークを記入する。 （　検　査　職　員　）

考 査 項 目 細　　別 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ

２. 施工状況 Ⅰ．施工管理 施工管理が優れている 施工管理がやや優れている 他の事項に該当しない場合 施工管理がやや不備である 施工管理が不備である

【□：評価対象項目】

□

□

・

・

□

上記１項目該当事項があれば…………ｄ

２項目以上該当すれば…………………ｅ

□

□

設計図書と適合しない箇所があり､文書により手直し指
示を行った。

契約図書に基づき施工上の義務につき、検査職員より
指示を行った。

建設工事請負基準約款第19条第1項(1)から(5)に基づく設計図書の照査を確認できる。

・土木工事標準仕様書（その１）第１編共通編第１章総則に記された設計図書の照査等が実施されている。また、設計図書の照査等の結果
をその不都合に関わらず、書面で監督員に提出し確認を求めている。（文書で整理されている。）

・段階確認が適切に実施され、工程表と整合する。

・臨時検査が適切に実施され、工程表と整合する。

・立会確認が適切に実施されたことが書面で確認できる。

・土木工事標準仕様書（その１）第１編共通編第１章総則に記された工事測量が実施されている。また、設計図書の工事測量の結果をその
不都合に関わらず、書面で監督員に提出し確認を求めている。（文書で整理されている。）

・ICT活用の照査が実施され、書面で監督員に提出し確認を求めている。（この項目が×の場合は、他項目の評価に関わらず本評価対象項
目が×となる。ICT活用試行対象工事以外は本項目を削除する。）

現場代理人、作業主任者等の作業分担と責任の範囲が書面で確認できる

立会確認の手続きが事前になされていることが確認できる。

・段階確認について、土木・建築工事監督要綱及び土木工事監督技術基準により、事前に段階確認願（種別、細別、施工予定時期等）
　が書面で監督員に提出されている。

下請に関する手続き等が適切に行われ、施工されていることが確認できる。

・施工体制台帳及び施工体系図が作成され、工事現場に備えるとともに、監督員に提出されている。

・施工体制台帳の記載事項は適正に記入されており、添付が必要な書類も全て提出されている。

・施工計画書に所定の項目が記載され、契約後概ね１ヶ月以内に提出されている。

・設計図書の条件明示を確実に反映した施工計画書になっている。

・施工計画が現場状況（地形、地質、周辺環境、交通量等）を反映した具体的な内容となっている。

・安全対策が具体的・的確に記載され、実施されている。

・施工計画書に変更が生じた場合、当該工事の着手前に変更計画書が監督員に提出されている。

・ＫＹ日誌で現場代理人の常駐状況が確認できるとともに、朝礼時において作業体制を的確に把握できる。

・施工計画書の現場組織表で、現場責任者が明記されている。

・施工計画書の安全管理組織表で、下請けも含め安全衛生責任者、作業主任者等が明記されている。

・下請負人が再下請を行う場合に再下請通知書を元請負人に提出する旨の掲示を行っている。

施工計画書が工事着手前に提出され､その記載内容と現場施工方法が一致していることが確認できる。

・施工体系図は、工事関係者が見やすい場所及び公衆が見やすい場所に掲示されている。

・施工体制台帳及び施工体系図に変更が生じた場合、その都度、監督員に提出されている。

・下請に対する当初契約・変更契約が適切になされていることが確認できる。

・下請に対する引き取り（完成）検査を実施していることが確認できる。

2/43 Ver.R030701



別紙－３①　（施工状況…Ⅰ施工管理）

工事成績採点の考査項目の考査項目別運用表
［記入方法］該当するチェック項目「・」に◯マークを記入する。 （　検　査　職　員　）

考 査 項 目 細　　別 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ

２. 施工状況 Ⅰ．施工管理 施工管理が優れている 施工管理がやや優れている 他の事項に該当しない場合 施工管理がやや不備である 施工管理が不備である

【□：評価対象項目】

□

□

□

□

・建退共制度等に加入している。

・建設業退職者共済証紙購入状況報告書を工事完成時に提出している。

・建設業退職金共済制度適用事業主工事現場であることが表示されている。

□

・県の管理基準がない工種について、独自の管理基準を設定し管理していることが確認できる。

・その管理基準により、社内検査（書類検査）が完了していることが書面で確認できる。

・その管理基準により、社内検査（現場検査）が完了していることが書面で確認できる。

・産業廃棄物の処分について、委託が収集運搬業許可及び処分業許可を受けた会社と契約されている。

社内の管理基準等が作成され管理している｡

建退共の証紙が適切に配布され管理されている。（中小企業退職金共済制度加入者は、これに読み替える。）

・速やかに「再資源化等完了報告書」が提出されている。

・写真帳の撮影箇所に略図等が添付され、把握しやすく見やすく整理されている。
   （電子納品の場合は、写真帳の添付図または写真内の黒板等の略図、及び写真情報の記載により、該当位置・部分及び状況が明確に
　確認出来ること）

・社内管理基準（目標）を設定するとともに、その運用方法（目標をオーバーした場合の検討体制や検討プロセス
　等の具体的な対処方法など）を定め、管理されている。

・建設副産物の最終処分地又は中間処理地が当初から計画されている。

・マニフェストが整理され、所要の数量と整合する。

建設廃棄物及びリサイクルへの取り組みが適切になされている。

・説明のスムーズさから資料の整理、把握の良さがうかがえる。

・再生資源利用計画及び再生資源利用促進計画書（実施書）が添付されており、数量が確認できる。

・施工計画書に再生資源利用計画及び再生資源利用促進計画書が当初から添付されている。

・計算式等で算出根拠を説明するものがある場合、図表等を利用しわかりやすく整理されている。
  （例、薬注の注入量、該当がない場合は、項目削除）

・工事記録等（提示資料は現場で使用したものそのままを提示すれば良いことから対象外）が目的別にインデックス等で分かりやすく整
　備されて、その整備資料全体がわかるように、総括表でまとまっている。

品質確保のための対策など施工に関する独自の工夫がみられる。

・キャリブレーションの必要な機器は、その成績結果表が添付されている。

・材料（質）のチェック、材料の保管、事前の対応、品質を保つための現場条件、品質を保つための方策の徹底、事後の対応、出来形
　に評価される品質の各々の時点における工夫が書面で確認できる。
　（「別紙6-1,6-2 工事特性・創意工夫・社会性等に関する実施状況」の提出が必要。新潟県コンクリート品質確保ガイドライン（案）に基づく取組
を達成したもの、ガイドライン（案）適用範囲外構造物でも加点対象構造物で達成条件を満たしているもの（令和3年6月23日技第1021号）。または
加点対象構造物で達成条件(4)の３帳票の提出があったものも可とする。

・法的な手続き等が必要なものに提出の漏れがない。（休日・祝日作業、道路使用、港湾区域の使用、労働基準監督署、海上保安本部
　への提出書類などの整備資料でチェックする。）

工事の関係書類を不足なく簡潔に整理していることが確認できる。

・工事書類簡素化の趣旨に則り、必要とされる書類が簡潔にまとめられている。
（提示書類と提出書類がきちんと区別整理され、工事書類作成マニュアル記載資料以外の提出がない）

・コリンズ登録が適正に行われている。
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別紙－３①　（施工状況…Ⅰ施工管理）

工事成績採点の考査項目の考査項目別運用表
［記入方法］該当するチェック項目「・」に◯マークを記入する。 （　検　査　職　員　）

考 査 項 目 細　　別 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ

２. 施工状況 Ⅰ．施工管理 施工管理が優れている 施工管理がやや優れている 他の事項に該当しない場合 施工管理がやや不備である 施工管理が不備である

【□：評価対象項目】

□

（３億円以上の工事及び事務所長等が必要と認める工事）

□ 工事材料の品質を確保していることが確認できる。

・工事材料の品質保証等が適切に整理されている。

・JISマーク表示品については､JISマーク表示状態が確認できる。

・工事材料の品質に影響が無いよう保管している。

・指定材料について材料確認願いが事前に提出されている。

□

●判断基準

　評価値が９０％以上……………………………ａ

　評価値が８０％以上～９０％未満……………ｂ

　評価値が６０％以上～８０％未満……………ｃ

　評価値が６０％未満……………………………ｄ

　※評価対象項目数が2項目以下の場合は、ｃ評価とする

・品質証明員の現場経験が１０年以上である。

・品質証明員届が提出されている。

・品質証明員の資格は、一級土木施工管理技士又は技術士である。

品質証明体制が確立され、品質証明員による関係書類、出来形、品質等の確認を工事全般にわたって行っていることが確認できる。

・適切な時期に現場の施工実態の確認を実施している。

・検査前に工事関係書類等の事前確認を実施している。

・品質証明書の書式が指定されたもので、証明者の押印及び受注者の社印がある。

その他（ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

【評価方法】

①チェック項目「・」のうち、評価の対象としない項目は削除する。評価対象項目「□」も、同様に削除する。

②評価対象項目の下欄のチェック項目「・」が複数の場合、○マーク数がチェック項目総数の2／3以上であれば、

□に「レ点」を記入する。 ⇒（該当していることを明示）

評価値（ ％）＝該当項目数（ ）／評価対象項目数（ ）
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別紙－３③

工事成績採点の考査項目の考査項目別運用表
［記入方法］該当する項目の・に◯マークを記入する。 （　検　査　職　員　）

考 査 項 目 細　　別 ａ ａ’ ｂ ｂ’ ｃ ｄ ｅ

３．

Ⅱ．

出来形
及び
出来ばえ

品質

☆

☆

【評価対象項目】
【共通・無筋】

・
・
・
・
・
・
・
・ 上記該当あれば……ｄ 上記該当あれば……ｅ
・

・ コンクリート打込み前に、単位水量試験または水セメント比試験を実施している。（平成26年8月19日付技第1019号）
・ 非破壊試験による配筋状態及びかぶり測定を行っている。（平成31年2月15日付技第1035号）
・ ひび割れ発生状況調査を実施している（土木コンクリート構造物の品質確保における品質確認調査方法、適用範囲１））
・ ひび割れ有無の調査を実施し報告している（土木コンクリート構造物の品質確保における品質確認調査方法、適用範囲２））
・
・

【鉄筋】
・
・
・
・
・
・

コンクリート打込みまでの鉄筋の保管管理が適正であることが確認できる。
鉄筋の組立・加工が適切であることが確認できる。
スペーサーを適切に配置し、鉄筋のかぶりを確保している。
鉄筋圧接作業にあたり、作業員の技量確認を行っている。
鉄筋の規格・引張強度・曲げ強度の試験値をミルシート等で確認できる。
鉄筋の重ね合わせ長が、設計図書どおりであることが確認できる。

コンクリートの打ち直しや補修の痕跡がない。

コンクリート及びセメントコンクリート製品の使用にあたりアルカリ骨材反応抑制対策の適合を確認している。
（高炉Ｂ種・Ｃ種のセメントを使用したコンクリートの場合は評価対象から除外する）

コンクリート打込時に雨水やわき水が適切に処理されている。
コンクリート打込前に打継ぎ目処理を適切に行っていることが確認できる。
型枠の目違いがなく、型枠の破片等がコンクリート表面になく、丁寧な仕上がりが確認できる。
目地に挟む目地材や止水坂等の設置が適切である。

新潟県コンクリート品質確保ガイドライン（案）に基づく取組を達成した（加点対象構造物以外は項目削除）
有害なクラックが無い。

施工条件及び気象条件に適した運搬時間、打込み時の投入高さ、ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀｰによる締固、養生方法等、適切に行っている（寒中及び暑中ｺﾝｸﾘｰﾄ等を含む）

　品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する。＜判断基準参照＞
　（関連基準、土木工事施工管理基準、その他設計図書に定められた試験）
　※ ばらつきの判断基準は別紙―４参照
　品質が、試験項目、試験基準及び規格値を満足する。

型枠、支保工の組立が適正で、コンクリート打込後、取り外し時期がコンクリート強度等で適正に管理されてれている。

品質関係の試験結果が規格
値、試験基準を超えるもの
があり、ばらつきが大き
い。

品質関係の試験結果が規格
値、試験基準を満足せず、
品質が劣る。

品質関係の測定方法又は測
定値が不適切であったた
め、監督職員が文書で指示
を行い改善された。

品質関係の測定方法又は測
定値が不適切であったた
め、検査職員が修補（手直
し）指示を行った。

・

コンクリート
構造物工事

コンクリート打込み時の必要な供試体を採取し、強度・スランプ・空気量等が確認できる。（JIS A-5308以外の生コンを使用する場合）

設計図書に基づくコンクリートの配合試験または試験練りが行われており、適切なコンクリートの規格（強度・w/ｃ・最大骨材粒径・塩化物総量等）が
確認できる。（JIS A-5308以外の生コンを使用する場合）

①「評価対象項目」のうち、評価対象外の項目は削除する。

②評価対象外項目の削除後は、削除後の評価項目数を母数として計算した比率(％)計算の値（評価値）で評価する。

③評価値（ ％）＝該当項目数（ ）／評価対象項目数（ ）
④なお、削除後の評価対象項目数が３項目以下の場合はｃ評価とする。

ばらつきが小さい ばらついている ばらつきが大きい

50％以下 80％以下 80%を超える

90％以上 ａ ａ' ｂ ｂ

75％以上90％未満 ａ' ｂ ｂ' ｂ'

60％以上75％未満 ｂ ｂ' ｃ ｃ

60％未満 ｂ' ｃ ｃ ｃ

評
価
値

ばらつきで

判断不可能

ばらつきで判断可能

注 試験結果の打点数等が少なくばらつきの判断ができない場合は評価対象項目（評価値）だけで評価する。
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別紙－３⑥

工事成績採点の考査項目の考査項目別運用表
［記入方法］該当する項目の・に◯マークを記入する。 （　検　査　職　員　）

考 査 項 目 細　　別 ａ ａ’ ｂ ｂ’ ｃ ｄ ｅ

３．

Ⅱ．

出来形
及び
出来ばえ

品質

☆

☆

【評価対象項目】

・ 施工基面が平滑に仕上がり、所定の強度が確保されている。（出来上がりが波打っていない） 
・ 二次製品の受け取りを現場代理人などの責任ある者が、製品を確認し受け取り、損傷のないもので施工されている。
・ 二次製品規格の現場チェックがなされている。（土木部汎用二次製品は除く）
・ 基礎工において、掘り過ぎが無く施工していることが確認できる。
・ 施工にあたって、床堀箇所の湧水及び滞水等は、排除して施工していることが確認できる。
・ ひび割れ有無の調査を実施し報告している（土木コンクリート構造物の品質確保における品質確認調査方法、適用範囲２））
・

【護岸】
・ 裏込材、胴込めコンクリートが充てんまたは締め固めが充分で、空隙が生じていない。 
・ 緑化ブロック・石積み（張）・法枠・かごマット等で材料のかみ合わせ又は連結が適切で、裏込材の吸い出しの恐れがない。
・ 護岸工の端部や曲線部の処理・強度・水密性が適切である。
・ 遮水シートが上流側が上になるように所定の幅で重ね合わせられ、端部処理が適切である。
・ 植生工で、植生の種類、品質、配合、施工後の養生が適切である。
・ 矢板の品質がミルシート等で確認できる。
・ 矢板打ち込みは、導材を設置し、ぶれ、よじれ、倒れがなく、かみ合わせが適切である。
・ 材料の品質規格証明書等が整備されている。 上記該当あれば……ｄ 上記該当あれば……ｅ
・ 製品の品質管理が適切に行われ、納入月日が確認できる。
・ ブロックマットのアンカーピンの配置、打ち込みが適切になされている。
・ ブロックマットは、所定の幅で重ねられている。
・ 丁張りを２重、３重に設けるなど、法勾配、裏込め材の厚さの確保のため細心の注意をはらっている。
・ 鉄線蛇篭工の使用では、詰め石のために籠が変形していないことが確認できる。
・ 口締めの閉じ、鉄筋はよくねじれ堅く締められている。
・ 有害なクラックが無い。

【かごマット工】
・ 吸出し防止材の品質が確保され、護岸の下面に適切に設置されている。
・ 護岸端部において、流水によるめくれを防止するために、必要に応じて対策を講じているのが確認できる。
・ 中詰め材は、設計に対して、中詰石の量が適切であることが確認でき、できるだけ空隙を少なく施工されている。

・

・ 線材は品質管理試験の確認を行い、網線材の端末は1.5回以上巻き式によって結束し線端末は内面に向け施工されている。
・ 最上下流端の仕切網の枠線と底網枠線の結合が枠線全部にコイル掛けを行っていることが確認できる。　（コイルを色で識別）（多段積タイプ）
・ 外周部は、接続長の全長を連結していることが確認できる。（平張タイプ）

【根固・水制】
・ 根固工、水制工、沈床工、捨石工等で、材料の連結又はかみ合わせが適切である。
・ 設置間隔、高さ等が設計図書どおりに施工されている。
・ 鉄線等での結束では、ゆるみなく緊張していることが確認できる。
・ コンクリートブロックの転置、仮置に際し、強度確認を行っている。
・ 設置されたブロックに破損や補修痕のないことが確認できる。
・ 異形ブロック等を現場で製作のものは、型枠搬入時に仮組等を実施し、寸法・歪み・傷等をチェックしている。
・ 異形ブロックの製作で豆板、かけ、型枠の目違いが規定の範囲であることが確認できる。

品質関係の試験結果が規格
値、試験基準を満足せず、
品質が劣る。

品質関係の測定方法又は測
定値が不適切であったた
め、監督職員が文書で指示
を行い改善された。

品質関係の測定方法又は測
定値が不適切であったた
め、検査職員が修補（手直
し）指示を行った。

かごマットの中詰用ぐり石には、かごの厚さが30cmの場合は５cm～15cm、かごの厚さが50cmの場合は、15cm～20cmのもので、網目より大きな
天然石または割ぐり石を使用していることが確認できる。

護岸・根固・
水制工事

　品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する。＜判断基準参照＞
　（関連基準、土木工事施工管理基準、その他設計図書に定められた試験）
　※ ばらつきの判断基準は別紙―４参照
　品質が、試験項目、試験基準及び規格値を満足する。

【共通】

新潟県コンクリート品質確保ガイドライン（案）に基づく取組を達成した（加点対象構造物以外は項目削除）

品質関係の試験結果が規格
値、試験基準を超えるもの
があり、ばらつきが大き
い。

①「評価対象項目」のうち、評価対象外の項目は削除する。

②評価対象外項目の削除後は、削除後の評価項目数を母数として計算した比率(％)計算の値（評価値）で評価する。

③評価値（ ％）＝該当項目数（ ）／評価対象項目数（ ）
④なお、削除後の評価対象項目数が３項目以下の場合はｃ評価とする。

注 試験結果の打点数等が少なくばらつきの判断ができない場合は評価対象項目（評価値）だけで評価する。

ばらつきが小さい ばらついている ばらつきが大きい

50％以下 80％以下 80%を超える

90％以上 ａ ａ' ｂ ｂ

75％以上90％未満 ａ' ｂ ｂ' ｂ'

60％以上75％未満 ｂ ｂ' ｃ ｃ

60％未満 ｂ' ｃ ｃ ｃ

評
価
値

ばらつきで
判断不可能

ばらつきで判断可能
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別紙－３⑧

工事成績採点の考査項目の考査項目別運用表
［記入方法］該当する項目の・に◯マークを記入する。 （　検　査　職　員　）

考 査 項 目 細　　別 ａ ａ’ ｂ ｂ’ ｃ ｄ ｅ

３．

Ⅱ．

出来形
及び
出来ばえ

品質

☆

☆

【評価対象項目】
【共 通】

・ 地山との取り合わせが適切に行われている。
・ 施工基面が平滑に仕上げられ、所定の強度が確保されている。（出来上がりが波打っていない） 
・ 材料の品質規定証明書が整備されている。 
・ ひび割れ有無の調査を実施し報告している（土木コンクリート構造物の品質確保における品質確認調査方法、適用範囲２））
・

【砂防構造物工事に適用】 
・

・
・

・ 型枠、支保工の組立が適正で、コンクリート打込み後、取り外し時期がコンクリート強度等で適正に管理されている。
・ コンクリートの打ち直しや補修の痕跡がない。 上記該当あれば……ｄ 上記該当あれば……ｅ
・ コンクリート打込み時に雨水やわき水が適切に処理されている。
・ コンクリート打込み前に打継ぎ目処理を適切に行っていることが確認できる。
・

・ コンクリート打込み前に、単位水量試験または水セメント比試験を実施している。（平成26年8月19日付技第1019号）
・ コンクリート打込みまでの鉄筋の保管管理が適正であることが確認できる。
・ 鉄筋の組立・加工が適切であることが確認できる。
・ 基礎地盤が確認され、適切に基盤面が仕上げられていることが確認できる。
・ 掘削法面勾配が、正確に施工されていることが確認できる。
・ 排水パイプ、吸い出し防止材が適切に施工されていることが確認できる。
・ 床固め及び帯工等との取り付け部が適切に施工されている。
・ 流路工の付属物の施工が適切に施工されている。
・ リフトスケジュールが作成され、コンクリート打設時期・養生が適切に行われている。
・ 有害なクラックが無い。

【根留め工】
・ かご工の積み方が適正で、変形がなく、垂直に立ち上がっている。
・ かごは芋目地にならないよう交互に積み上げられている。
・ 層積みの線が中だるみなく、水平に整っている。
・ 口締めの閉じ、鉄筋はよくねじれ堅く締められている。
・ かごマット・蛇篭の詰め石の施工が適切で空隙が生じていない。
・ かごマット・蛇篭の中詰め石が仕様書に定められた大きさで施工されている。

【集水井工（ライナープレート工法）】
・ 地すべり状況を把握し、掘削中の地盤構造、湧水の記録が整備されている。
・ ライナープレート等の組立にあたり、偏心と歪みに配慮し、施工を行っている。
・ ライナープレート等と地山との隙間が少なくなるように施工を行っている。
・

・ ライナープレート等が仕様書に示す深さごとに１枚ずつ実施されていることが確認できる。
・ ライナープレート等の接続（ボルトと締付）が仕様書に示すとおりに実施されている。

【集水井工（自重沈下工法・セグメント工法）】
・ 地すべり状況を把握し、掘削中の地盤構造、湧水の記録が整備されている。
・ 発進工の基本となる井筒発進工の底面は、水平かつ平坦に仕上げられている。
・ ブロックの組み立てにあたり、製品仕様のとおりボルト締めが確実に施工されている。
・ 井筒内の掘削作業にあたり、不当沈下による傾きを防止するため、掘削は中心部から外側に掘り進み、掘りすぎないように注意して施工されている。
・ 偏芯に配慮し、水平・鉛直に対する施工管理を常に行っている。
・ 沈下作業にあたり、地山との摩擦力を軽減するための沈下砂利が均一に回るように施工されている。
・ 縦方向接合鉄筋を挿入する際に鉄筋の所定ラップ長が取れているか確認できる。
・ 縦方向接合鉄筋挿入孔に充填するセメントミルク施工に際し、所定の規格を満足しているか確認できる。
・ 井筒頭部に施工する固定コンクリートについて、水平かつ平坦に施工されている。

施工条件及び気象条件に適した運搬時間、打込み時の投入高さ、バイブレーターによる締固、養生方法等、適切に行っている。（寒中及び暑中コンク
リート等を含む）

設計図書に基づくコンクリートの配合試験または試験練りが行われており、適切なコンクリートの規格（強度・w/ｃ・最大骨材粒径・塩化物総量等）が
確認できる。（JIS A-5308以外の生コンを使用する場合）
コンクリート打込み時の必要な供試体を採取し、強度・スランプ・空気量等が確認できる。（JIS A-5308以外の生コンを使用する場合）

ライナープレート等を確実に固定できるように掘削が入念に施工され、ライナープレート端に触れることなく、鉛直方向に正確に施工されていることが
確認できる。

砂防構造物及び
地すべり防止工事

　品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する。＜判断基準参照＞
　（関連基準、土木工事施工管理基準、その他設計図書に定められた試験）
　※ ばらつきの判断基準は別紙―４参照
　品質が、試験項目、試験基準及び規格値を満足する。

コンクリート及びセメントコンクリート製品の使用にあたりアルカリ骨材反応抑制対策の適合を確認している。
（高炉Ｂ種・Ｃ種のセメントを使用したコンクリートの場合は評価対象から除外する）

品質関係の試験結果が規格
値、試験基準を超えるもの
があり、ばらつきが大き
い。

品質関係の試験結果が規格
値、試験基準を満足せず、
品質が劣る。

品質関係の測定方法又は測
定値が不適切であったた
め、監督職員が文書で指示
を行い改善された。

品質関係の測定方法又は測
定値が不適切であったた
め、検査職員が修補（手直
し）指示を行った。新潟県コンクリート品質確保ガイドライン（案）に基づく取組を達成した（加点対象構造物以外は項目削除）

7/43 Ver.R030701



別紙－３⑧

工事成績採点の考査項目の考査項目別運用表
［記入方法］該当する項目の・に◯マークを記入する。 （　検　査　職　員　）

考 査 項 目 細　　別 ａ ａ’ ｂ ｂ’ ｃ ｄ ｅ

３．

Ⅱ．

出来形
及び
出来ばえ

品質

☆

☆

砂防構造物及び
地すべり防止工事

　品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する。＜判断基準参照＞
　（関連基準、土木工事施工管理基準、その他設計図書に定められた試験）
　※ ばらつきの判断基準は別紙―４参照
　品質が、試験項目、試験基準及び規格値を満足する。

品質関係の試験結果が規格
値、試験基準を超えるもの
があり、ばらつきが大き
い。

品質関係の試験結果が規格
値、試験基準を満足せず、
品質が劣る。

【抑止杭工】
・ 杭に損傷及び補修痕がないことを確認できる。
・ 既製杭の打ち止めの管理方法、又は場所打ち杭の施工管理方法が整理され、かつ、記録で確認できる。
・ 杭の偏心管理が確認できる。
・ 溶接の品質管理に関して、仕様書等に定められた事項が確認できる。
・ 杭の継ぎ手溶接、あるいは接続が丁寧に施工されていることが確認できる。
・ グラウト及び中詰コンクリートが、丁寧に施工されていることが確認できる。
・ グラウトの泥水処理において、的確に施工されていることが確認できる。

【承水路工、排水路工】 
・ 施設の出来あがりに凹凸がなく、丁寧に仕上げられている。
・ 既設道路及び水路施設等との取付けがなじみが良く、施工されている。

【水抜きボーリング工】 
・ 孔口間隔が正確であり、孔口の接続が丁寧に仕上げられている。
・ 保孔管内部の洗浄作業が確認できる。
・ 保孔管のストレーナー加工が適切であることが確認できる。
・ 孔口部の土砂崩壊防止、排水口の流末処理、侵食防止が適切に施工されている。
・ 集・排水ボーリング工の方向、角度、及び長さが設計図書に示されたとおりに適正になるよう施工上の配慮がなされている。
・ 検尺について監督員の立合または、指示により確認されている。
・ 保孔管が掘削全延長に挿入されていることが確認できる。

【落石、雪崩防止工】
・ 材料の品質規格証明書等が整備されている。
・ 施工基面が乱さないように施工されている。
・ 設置位置、設置の方向などが適正に施工されている。
・ 基礎が地山となじみよく施工されている。
・ 基礎周辺の湧水の処理、及び流水の洗堀に処理がなされている。
・ ワイヤ式の防護工の場合は、張力にゆるみがないことが確認できる。

①「評価対象項目」のうち、評価対象外の項目は削除する。

②評価対象外項目の削除後は、削除後の評価項目数を母数として計算した比率(％)計算の値（評価値）で評価する。

③評価値（ ％）＝該当項目数（ ）／評価対象項目数（ ）
④なお、削除後の評価対象項目数が３項目以下の場合はｃ評価とする。

ばらつきが小さい ばらついている ばらつきが大きい

50％以下 80％以下 80%を超える

90％以上 ａ ａ' ｂ ｂ

75％以上90％未満 ａ' ｂ ｂ' ｂ'

60％以上75％未満 ｂ ｂ' ｃ ｃ

60％未満 ｂ' ｃ ｃ ｃ

評
価
値

ばらつきで

判断不可能

ばらつきで判断可能

注 試験結果の打点数等が少なくばらつきの判断ができない場合は評価対象項目（評価値）だけで評価する。
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別紙－３⑩

工事成績採点の考査項目の考査項目別運用表
［記入方法］該当する項目の・に◯マークを記入する。 （　検　査　職　員　）

考 査 項 目 細　　別 ａ ａ’ ｂ ｂ’ ｃ ｄ ｅ

３．

Ⅱ．

出来形
及び
出来ばえ

品質

☆

☆

【評価対象項目】
【共通】

・

・
・

・ 型枠、支保工の組立が適正で、コンクリート打込み後、取り外し時期がコンクリート強度等で適正に管理されてiいる。
・ コンクリートの打ち直しや補修の痕跡がない。 
・ コンクリート打込み時に雨水やわき水が適切に処理されている。
・ コンクリートの現場養生用の供試体が当該現場のものであることが確認できる。
・ コンクリート打込み前に打継ぎ目処理を適切に行っていることが確認できる。
・

・ コンクリート打込み前に、単位水量試験または水セメント比試験を実施している。（平成26年8月19日付技第1019号）
・ 施工基面が平坦に仕上げられている。
・ 材料の規格・品質が試験成績表等で確認できる。
・ 海岸部に保管する型枠のセパレート、組立の鉄筋等は、錆防止対策を行っている。
・ 濁り防止等環境保全に十分注意して施工していることが確認できる。
・ 有害なクラックが無い。
・ 工事期間中、1 日1 回は潮位観測を実施して記録していることが確認できる。（ブロック製作などの工程を除く）
・ 台風などの異常気象に備えて施工前に避難場所の確保及び退避設備の対策を講じていることが確認できる。
・ ひび割れ有無の調査を実施し報告している（土木コンクリート構造物の品質確保における品質確認調査方法、適用範囲２））
・

【護岸・消波工事・離岸堤】 上記該当あれば……ｄ 上記該当あれば……ｅ
・ コンクリートブロックの転置、仮置に際し、強度確認を行っている。 
・ コンクリートブロックの仮置きで転倒、崩壊等の恐れがない。
・ 設置されたブロックに破損や補修痕のないことが確認できる。
・ 砂地や岩盤への根入れが適正で、不等沈下や背後土砂のパイピング等がない。
・ 上部構造物の継ぎ目から背後土砂の流出がないことが確認できる。
・ 異形ブロック等を現場で製作のものは、型枠搬入時に仮組等を実施し、寸法・歪み・傷等をチェックしている。
・ 異形ブロックの製作で豆板、かけ、型枠の目違いが規定の範囲であることが確認できる。
・ 乱積でコンクリートブロック相互のかみ合わせがよく、孤立したブロックがないことが確認できる。

【突堤工事】
・ 捨石基礎の均し面が平坦に仕上げられていることが確認できる。
・ 捨石の基盤に敷設する帆布は、重ね合わせなどが適切に行われている。
・ 方塊ブロックが垂直に据えられていることが確認できる。
・ 捨石基礎は、大小の石でかみ合わせが良く、均し面にゆるみがないよう施工されていることが確認できる。
・ 岩着の基礎工は、岩の状態を把握し、表面の藻、砂などを除去した上で施工されている。
・ 水中コンクリートの品質規格が確認できる。
・ 水中コンクリートの打込に際し、海水混入の防止策を実施している。

【上部工】
・ 施工の打ち継ぎ目では、位置が適正で、コンクリート打設前の清掃等が適切に行われている。

【中詰、被覆などの基礎工】
・ 中詰めに使用する石の計量が適切であることが確認できる。
・ 基礎工は、大小の石でかみ合わせ良く、均し面にゆるみがないよう施工されていることが確認できる。
・ 基礎に敷設する帆布等の破れがなく、所定の重ねが写真記録等により確認できる。
・ 捨て石基礎の均し面が平坦に仕上げられていることが確認できる。

品質関係の試験結果が規格
値、試験基準を超えるもの
があり、ばらつきが大き
い。

品質関係の試験結果が規格
値、試験基準を満足せず、
品質が劣る。

品質関係の測定方法又は測
定値が不適切であったた
め、監督職員が文書で指示
を行い改善された。

品質関係の測定方法又は測
定値が不適切であったた
め、検査職員が修補（手直
し）指示を行った。

コンクリート及びセメントコンクリート製品の使用にあたりアルカリ骨材反応抑制対策の適合を確認している。
（高炉Ｂ種・Ｃ種のセメントを使用したコンクリートの場合は評価対象から除外する）

施工条件及び気象条件に適した運搬時間、打込み時の投入高さ、バイブレーターによる締固、養生方法等、適切に行っている。
（寒中及び暑中コンクリート等を含む）

新潟県コンクリート品質確保ガイドライン（案）に基づく取組を達成した（加点対象構造物以外は項目削除）

海岸工事

　品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する。＜判断基準参照＞
　（関連基準、土木工事施工管理基準、その他設計図書に定められた試験）
　※ ばらつきの判断基準は別紙―４参照
　品質が、試験項目、試験基準及び規格値を満足する。

設計図書に基づくコンクリートの配合試験または試験練りが行われており、適切なコンクリートの規格（強度・w/ｃ・最大骨材粒径・塩化物総量等）が
確認できる。（JIS A-5308以外の生コンを使用する場合）
コンクリート打込み時の必要な供試体を採取し、強度・スランプ・空気量等が確認できる。（JIS A-5308以外の生コンを使用する場合）

①「評価対象項目」のうち、評価対象外の項目は削除する。

②評価対象外項目の削除後は、削除後の評価項目数を母数として計算した比率(％)計算の値（評価値）で評

価する。

③評価値（ ％）＝該当項目数（ ）／評価対象項目数（ ）

ばらつきが小さい ばらついている ばらつきが大きい

50％以下 80％以下 80%を超える

90％以上 ａ ａ' ｂ ｂ

75％以上90％未満 ａ' ｂ ｂ' ｂ'

60％以上75％未満 ｂ ｂ' ｃ ｃ

60％未満 ｂ' ｃ ｃ ｃ

評

価
値

ばらつきで

判断不可能

ばらつきで判断可能

注 試験結果の打点数等が少なくばらつきの判断ができない場合は評価対象項目（評価値）だけで評価する。
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別紙－３⑭

工事成績採点の考査項目の考査項目別運用表
［記入方法］該当する項目の・に◯マークを記入する。 （　検　査　職　員　）

考 査 項 目 細　　別 ａ ａ’ ｂ ｂ’ ｃ ｄ ｅ

３．

Ⅱ．

出来形
及び
出来ばえ

品質

☆

☆

【評価対象項目】
【共通】

・

・
・

・ 型枠、支保工の組立が適正で、コンクリート打込み後、取り外し時期がコンクリート強度等で適正に管理されている。
・ 鉄筋の規格・引張強度・曲げ強度の試験値をミルシート等で確認できる。 
・ コンクリート打込みでの鉄筋の保管管理が適正であることが確認できる。
・ スペーサーを適切に配置し、鉄筋のかぶりを確保している。
・ 鉄筋圧接作業にあたり、作業員の技量確認を行っている。 上記該当あれば……ｄ 上記該当あれば……ｅ
・ 鉄筋の組立・加工が適切であることが確認できる。
・
・ コンクリート打込み時に雨水やわき水が適切に処理されている。
・ コンクリートの打ち直しや補修の痕跡がない。
・
・

・ コンクリート打込み前に、単位水量試験または水セメント比試験を実施している。（平成26年8月19日付技第1019号）
・ 微破壊・非破壊によるコンクリート強度測定を実施している（橋長30m以上橋梁）（平成31年2月15日付技第1035号）
・ 非破壊試験による配筋状態及びかぶり測定を行っている。（平成31年2月15日付技第1035号）
・ ひび割れ発生状況調査を実施している（土木コンクリート構造物の品質確保における品質確認調査方法、適用範囲１））
・ ひび割れ有無の調査を実施し報告している（土木コンクリート構造物の品質確保における品質確認調査方法、適用範囲２））
・ 有害なクラックが無い。
・

【製作関係】
・ 製品の員数をはじめ規格の照合がミルシート等（現場照合を含む）で確認できる。
・ 作業実施前に装置（機器）のキャリブレーションが実施されている。
・ スペーサーの材料が適正で、品質が確認できる。
・ プレビーム桁プレクションで適正に実施されている。
・ 緊張及びグラウト管理が適切に管理されている。
・ プレストレッシング時のコンクリート強度が最大圧縮応力度の1.7倍以上であることが確認できる。

【架設関係】
・ 支承の据付で、コンクリート面のチッピング及びモルタルでの付着が確認でき、仕上げ面に水切り勾配がついている。

品質関係の試験結果が規格
値、試験基準を超えるもの
があり、ばらつきが大き
い。

品質関係の試験結果が規格
値、試験基準を満足せず、
品質が劣る。

品質関係の測定方法又は測
定値が不適切であったた
め、監督職員が文書で指示
を行い改善された。

品質関係の測定方法又は測
定値が不適切であったた
め、検査職員が修補（手直
し）指示を行った。

コンクリート及びセメントコンクリート製品の使用にあたりアルカリ骨材反応抑制対策の適合を確認している。
（高炉Ｂ種・Ｃ種のセメントを使用したコンクリートの場合は評価対象から除外する）

コンクリート打込み前に打継ぎ目処理を適切に行っていることが確認できる。

新潟県コンクリート品質確保ガイドライン（案）に基づく取組を達成した（加点対象構造物以外は項目削除）

鉄筋の重ね合わせ長が、設計図書どおりであることが確認できる。

コンクリート橋
（ＰＣ及びＲＣを対
象）

　品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する。＜判断基準参照＞
　（関連基準、土木工事施工管理基準、その他設計図書に定められた試験）
　※ ばらつきの判断基準は別紙―４参照
　品質が、試験項目、試験基準及び規格値を満足する。

設計図書に基づくコンクリートの配合試験または試験練りが行われており、適切なコンクリートの規格（強度・w/ｃ・最大骨材粒径・塩化物総量等）が
確認できる。（JIS A-5308以外の生コンを使用する場合）

施工条件及び気象条件に適した運搬時間、打込み時の投入高さ、バイブレーターによる締固、養生方法等、適切に行っている。（寒中及び暑中コンク
リート等を含む）

コンクリート打込み時の必要な供試体を採取し、強度・スランプ・空気量等が確認できる。（JIS A-5308以外の生コンを使用する場合）

①「評価対象項目」のうち、評価対象外の項目は削除する。

②評価対象外項目の削除後は、削除後の評価項目数を母数として計算した比率(％)計算の値（評価値）で評価する。

③評価値（ ％）＝該当項目数（ ）／評価対象項目数（ ）
④なお、削除後の評価対象項目数が３項目以下の場合はｃ評価とする。

ばらつきが小さい ばらついている ばらつきが大きい

50％以下 80％以下 80%を超える

90％以上 ａ ａ' ｂ ｂ

75％以上90％未満 ａ' ｂ ｂ' ｂ'

60％以上75％未満 ｂ ｂ' ｃ ｃ

60％未満 ｂ' ｃ ｃ ｃ

評
価
値

ばらつきで

判断不可能

ばらつきで判断可能

注 試験結果の打点数等が少なくばらつきの判断ができない場合は評価対象項目（評価値）だけで評価する。
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別紙－３⑳

工事成績採点の考査項目の考査項目別運用表
［記入方法］該当する項目の・に◯マークを記入する。 （　検　査　職　員　）

考 査 項 目 細　　別 ａ ａ’ ｂ ｂ’ ｃ ｄ ｅ

３．

Ⅱ．

出来形
及び
出来ばえ

品質

☆

☆

【評価対象項目】
【共通】

・ 濁り防止等環境保全に十分注意して施工していることが確認できる。 
・ 鋼材の規格・数量がミルシート等（現物照合を含む）で確認できる。 
・ 溶接及び切断の品質管理に関して仕様書に定められた事項が確認できる。
・

・
・

・ 型枠、支保工の組立が適正で、コンクリート打込後、取り外し時期がコンクリート強度等で適正に管理されてiいる。
・ コンクリートの打ち直しや補修の痕跡がない。 上記該当あれば……ｄ 上記該当あれば……ｅ
・ コンクリート打込時に雨水やわき水が適切に処理されている。
・ コンクリート打込前に打継ぎ目処理を適切に行っていることが確認できる。
・

・ コンクリート打込前に、単位水量試験または水セメント比試験を実施している。（平成26年8月19日付技第1019号）
・ 既設構造物に影響のないよう十分検討して施工されている。
・ 捨石、被覆石などの材料の規格・品質が試験成績表等（現物照合を含む）で確認できる。
・ コンクリート打込までの鉄筋の保管管理が適正であることが確認できる。 
・ 鉄筋の組立・加工が適切であることが確認できる。
・ スペーサーを適切に配置し、鉄筋のかぶりを確保している。
・ 鉄筋圧接作業にあたり、作業員の技量確認を行っている。
・ 鉄筋の規格・引張強度・曲げ強度の試験値をミルシート等で確認できる。
・
・ 台風などの異常気象に備えて施工前に避難場所の確保及び退避設備の対策を講じていることが確認できる。
・ ひび割れ有無の調査を実施し報告している（土木コンクリート構造物の品質確保における品質確認調査方法、適用範囲２））
・

【浚渫・床掘関係】
・ 浚渫工又は床掘工についてムラなく設計図書どおりに施工されていることが記録により確認できる。
・ 測深資料から施工の適正さが確認できる。

【地盤改良関係】
・ 改良材料の品質管理を適切に行っていることが記録で確認できる。
・ 浮泥を巻き込まないよう置換材を投入していることが確認できる。
・

・ ペーパードレーンが計画深度まで破損なく正常に形成されていることが打込記録により確認できる。
・ サンドコンパクションパイルが連続した一様な形状に施工され、記録により確認できる。
・ ロッドコンパクションの打込記録から、一様な品質の施工が確認できる。
・ 深層混合処理の打込記録から、仕様書に定められている事項が確認できる。
・ 前記以外の改良工法について、記録から仕様書に定められている事項が確認できる。
・ 盛上り土の状況確認及び管理を適切に行っていることが記録で確認できる。
・ 打込機の施工に先立ち自動記録装置の性能確認試験がなされている。
・ 打込記録が適正に施工管理なされている。

【マット、捨石及び均し関係】
・ マットが破損なく所定の幅で積み重ね合わせられていることが写真記録等により確認できる。
・ 捨石、被覆及び根固め石がゆるみのないように堅固に施工され、記録により確認できる。
・ 裏込めが既設構造物及び砂防目地版の破損に注意して施工され、記録により確認できる。

品質関係の試験結果が規格
値、試験基準を超えるもの
があり、ばらつきが大き
い。

品質関係の試験結果が規格
値、試験基準を満足せず、
品質が劣る。

品質関係の測定方法又は測
定値が不適切であったた
め、監督職員が文書で指示
を行い改善された。

品質関係の測定方法又は測
定値が不適切であったた
め、検査職員が修補（手直
し）指示を行った。

サンド・砕石ドレーン、サンドコンパクション及びロッドコンパクションが連続した一様な形状・品質に施工されていることが打ち込み記録等により確
認できる。

施工条件及び気象条件に適した運搬時間、打込時の投入高さ、バイブレーターによる締固、養生方法等、適切に行っている。（寒中及び暑中コンクリー
ト等を含む）

コンクリート及びセメントコンクリート製品の使用にあたりアルカリ骨材反応抑制対策の適合を確認している。
（高炉Ｂ種・Ｃ種のセメントを使用したコンクリートの場合は評価対象から除外する）

工事期間中、1 日1 回は潮位観測を実施して記録していることが確認できる。

新潟県コンクリート品質確保ガイドライン（案）に基づく取組を達成した（加点対象構造物以外は項目削除）

港湾築造工事
（浚渫・海岸築造工
事を含む）

　品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する。＜判断基準参照＞
　（関連基準、土木工事施工管理基準、その他設計図書に定められた試験）
　※ ばらつきの判断基準は別紙―４参照
　品質が、試験項目、試験基準及び規格値を満足する。

設計図書に基づくコンクリートの配合試験または試験練りが行われており、適切なコンクリートの規格（強度・w/ｃ・最大骨材粒径・塩化物総量等）が
確認できる。（JIS A-5308以外の生コンを使用する場合）
コンクリート打設時の必要な供試体を採取し、強度・スランプ・空気量等が確認できる。
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別紙－３⑳

工事成績採点の考査項目の考査項目別運用表
［記入方法］該当する項目の・に◯マークを記入する。 （　検　査　職　員　）

考 査 項 目 細　　別 ａ ａ’ ｂ ｂ’ ｃ ｄ ｅ

３．

Ⅱ．

出来形
及び
出来ばえ

品質

☆

☆

品質関係の試験結果が規格
値、試験基準を超えるもの
があり、ばらつきが大き
い。

品質関係の試験結果が規格
値、試験基準を満足せず、
品質が劣る。

港湾築造工事
（浚渫・海岸築造工
事を含む）

　品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する。＜判断基準参照＞
　（関連基準、土木工事施工管理基準、その他設計図書に定められた試験）
　※ ばらつきの判断基準は別紙―４参照
　品質が、試験項目、試験基準及び規格値を満足する。

【本体：杭及び矢板、控工関係】
・ 杭及び矢板に損傷及び補修痕がなく施工されている。 
・ 杭及び矢板の打止め施工管理方法等が整備され、かつ記録が確認できる。
・ 溶接及び切断の品質管理に関して仕様書に定められた事項が確認できる。
・ 腹起こし材を全延長にわたり規定の水平高さに取り付け、ボルトで十分締め付け矢板壁に密着させている。
・ 鋼材の保管にあたり、変形及び塗覆装面に損傷を与えないよう、適切に処理されている。
・ 控索材は隅角部等特別な場合を除き矢板法線に対して直角に設置されている。
・ 捨石等の規格・計量が確認できる。

【本体：ケーソン関係、ブロック据付関係】
・ ケーソン進水、仮置、曳航及び回航の施工上の注意事項（仕様書による）が守られている。
・ ケーソン仮置に先立ち仮置場を調査し、仮置作業が所定の位置に異常なく行われている。
・ ケーソン据付に先立ち、気象・海象等を十分調査し、据付作業が所定の精度で行われている。
・ ケーソン据付等及び中詰においてケーソン及び既設構造物等の破損がなく施工されている。
・ コンクリートブロック据付に先立ち、気象・海象等を十分調査し、据付作業が所定の精度で行われている。
・ ブロック据付等についてブロック及び既設構造物等の破損がなく施工されている。
・ 乱積でコンクリートブロック相互のかみ合わせがよく、孤立したブロックがないことが確認できる。
・ 異形ブロック等を現場で製作のものは、型枠搬入時に仮組等を実施し、寸法・歪み・傷等をチェックしている。
・ 異形ブロックの製作で豆板、かけ、型枠の目違いが規定の範囲であることが確認できる。
・ 有害なクラックがない。

【防波堤工事】
・ 捨石基礎の均し面が平坦に仕上げられていることが確認できる。
・ 捨石の基盤に敷設する帆布は、重ね合わせなど適切に行われている。
・ 捨石基礎は、大小の石でかみ合わせが良く、均し面にゆるみがないよう施工されていることが確認できる。
・ 岩着の基礎工は、岩の状態を把握し、表面の藻、砂などを除去した上で施工されている。
・ 水中コンクリートの品質規格が確認できる。

【上部工】
・ 施工の打ち継ぎ目では、位置が適正で、コンクリート打込前の清掃等が適切に行われている。
・ 有害なクラックがない

【中詰、被覆などの基礎工】
・ 中詰めに使用する石の計量が適切であることが確認できる。
・ 大小の石でかみ合わせ良く、均し面にゆるみがないよう施工されていることが確認できる。
・ 基礎に敷設する帆布等の破れがなく、所定の重ねが写真記録等により確認できる。
・ 捨て石基礎の均し面が平坦に仕上げられていることが確認できる。

①「評価対象項目」のうち、評価対象外の項目は削除する。

②評価対象外項目の削除後は、削除後の評価項目数を母数として計算した比率(％)計算の値（評価値）で評価する。

③評価値（ ％）＝該当項目数（ ）／評価対象項目数（ ）
④なお、削除後の評価対象項目数が３項目以下の場合はｃ評価とする。

ばらつきが小さい ばらついている ばらつきが大きい

50％以下 80％以下 80%を超える

90％以上 ａ ａ' ｂ ｂ

75％以上90％未満 ａ' ｂ ｂ' ｂ'

60％以上75％未満 ｂ ｂ' ｃ ｃ

60％未満 ｂ' ｃ ｃ ｃ

評
価
値

ばらつきで

判断不可能

ばらつきで判断可能

注 試験結果の打点数等が少なくばらつきの判断ができない場合は評価対象項目（評価値）だけで評価する。
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別紙－３　㉕

工事成績採点の考査項目の考査項目別運用表
［記入方法］該当する項目の・に◯マークを記入する。 （　検　査　職　員　）

考 査 項 目 細　　別 ａ ａ’ ｂ ｂ’ ｃ ｄ ｅ

３．

Ⅱ．

出来形
及び
出来ばえ

品質

☆

☆

【評価対象項目】
【共通】

・ 地山との取り合わせが適切に行われている。 
・ 施工基面が平滑に仕上げられ 、所定の強度が確保されている。（出来上がりが波打っていない） 
・ 材料の品質規定証明書が整備されている。 

【砂防構造物工事に適用】 
・

・
・

・ 型枠、支保工の組立が適正で、コンクリート打込み後、取り外し時期がコンクリート強度等で適正に管理されてiいる。 上記該当あれば……ｄ 上記該当あれば……ｅ
・ コンクリートの打ち直しや補修の痕跡がない。
・ コンクリート打込み時に雨水やわき水が適切に処理されている。
・
・

・ コンクリート打込み前に、単位水量試験または水セメント比試験を実施している。（平成26年8月19日付技第1019号）
・ 基礎地盤が確認され、適切に基礎面が仕上げられていることが確認できる。
・ 排水パイプ、吸い出し防止材が適切に施工されていることが確認できる。
・ 有害なクラックがない。
・ ひび割れ有無の調査を実施し報告している（土木コンクリート構造物の品質確保における品質確認調査方法、適用範囲２））
・

【ダブルウォール工】
・ 矢板、タイロッド等の品質がミルシート等で確認できる。 
・ 鋼材に損傷及び補修痕がないことを確認できる。
・ 矢板の打ち込みは、ぶれ、よじれ、倒れがなく、かみ合わせが適切である。
・ 矢板の打止め施工管理方法等が整備され、かつ記録されている。
・ 腹起こし材を全延長にわたり規定の水平高さに取り付け、ボルトで十分締め付け矢板壁に密着されている。
・ 鋼材の保管管理が適正であることが確認できる。
・ 適正な盛土材を使用し、巻出し厚が所定の厚さで入念に行われている。
・ 構造物周辺の締め固め等の処理を適正に行っている。
・ ダブルウォール材の施工に、ずれ、歪み、はらみ、損傷がないことが確認できる。
・ 盛土材の締固め管理を適正に実施している。

砂防構造物工事
本体：ダブルウォー
ル
前庭・側壁：コンク
リート構造物

　品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する。＜判断基準参照＞
　（関連基準、土木工事施工管理基準、その他設計図書に定められた試験）
　※ ばらつきの判断基準は別紙―４参照
　品質が、試験項目、試験基準及び規格値を満足する。

施工条件及び気象条件に適した運搬時間、打込み時の投入高さ、バイブレーターによる締固、養生方法等、適切に行っている。（寒中及び暑中コンク
リート等を含む）

設計図書に基づくコンクリートの配合試験または試験練りが行われており、適切なコンクリートの規格（強度・w/ｃ・最大骨材粒径・塩化物総量等）が
確認できる。（JIS A-5308以外の生コンを使用する場合）
コンクリート打込み時の必要な供試体を採取し、強度・スランプ・空気量等が確認できる。（JIS A-5308以外の生コンを使用する場合）

新潟県コンクリート品質確保ガイドライン（案）に基づく取組を達成した（加点対象構造物以外は項目削除）

品質関係の試験結果が規格
値、試験基準を超えるもの
があり、ばらつきが大き
い。

品質関係の試験結果が規格
値、試験基準を満足せず、
品質が劣る。

コンクリート及びセメントコンクリート製品の使用にあたりアルカリ骨材反応抑制対策の適合を確認している。
（高炉Ｂ種・Ｃ種のセメントを使用したコンクリートの場合は評価対象から除外する）

コンクリート打込み前に打継ぎ目処理を適切に行っていることが確認できる。

①「評価対象項目」のうち、評価対象外の項目は削除する。

②評価対象外項目の削除後は、削除後の評価項目数を母数として計算した比率(％)計算の値（評価値）で評価する。

③評価値（ ％）＝該当項目数（ ）／評価対象項目数（ ）
④なお、削除後の評価対象項目数が３項目以下の場合はｃ評価とする。

ばらつきが小さい ばらついている ばらつきが大きい

50％以下 80％以下 80%を超える

90％以上 ａ ａ' ｂ ｂ

75％以上90％未満 ａ' ｂ ｂ' ｂ'

60％以上75％未満 ｂ ｂ' ｃ ｃ

60％未満 ｂ' ｃ ｃ ｃ

評
価
値

ばらつきで

判断不可能

ばらつきで判断可能

注 試験結果の打点数等が少なくばらつきの判断ができない場合は評価対象項目（評価値）だけで評価する。
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別紙－３－２６－７

[記入方法]　該当する項目の・に○マークを記入する。 工事成績採点の考査項目の考査項目別運表 （検査職員）

考査項目 工　　種 ａ ａ’ ｄ ｅ

３．出来形 (下水道） ・品質関係の試験結果が ・品質関係の試験結果が

及び コンクリート 　規格値、試験基準を超え 　規格値、試験基準を満足

出来ばえ 構造物工事 　るものがあり、ばらつきが 　せず、品質が劣る。

（重力濃縮槽・等） 　大きい。

【コンクリート構造物】 ・品質関係の測定方法又は ・品質関係の測定方法又は

　測定値が不適切であった 　測定値が不適切であった

　ため、監督職員が文書で 　ため、検査職員が修補
　指示をを行い改善された。 　（手直し）指示を行った。

　上記該当あれば・・・・・ｄ 　上記該当あれば・・・・・e

・ コンクリートの打ち直しや補修の痕跡がない。
・ コンクリート打込みに雨水やわき水が適切に処理されている。
・ コンクリートの現場養生用の供試体が当該現場のものであることが確認できる。
・ コンクリート打込み前に打継ぎ目処理を適切に行っていることが確認できる。
・ 型枠の目違いがなく、型枠の破片等がコンクリート表面になく、丁寧な仕上がりが確認できる。
・ 目地に挟む目地材や止水坂等の設置が適切である。

・ 有害なクラックが無い。

・ 水張試験を実施し、水面低下が５ｍｍ以下であることを監督員立会いの元確認している。
・ 新潟県コンクリート品質確保ガイドライン（案）に基づく取組を達成した。（加点対象構造物以外は項目削除）

Ver.R020401

・ ひび割れ発生状況調査を実施している（土木コンクリート構造物の品質確保における品質確認調査方法、適用
範囲１））

・ ひび割れ有無の調査を実施し報告している（土木コンクリート構造物の品質確保における品質確認調査方法、適
用範囲２））

Ⅱ
　
　
品
　
　
質

［評価対象項目］

・ 設計図書に基づくコンクリートの配合試験または試験練りが行われており、適切なコンクリートの規格
（強度・w/ｃ・最大骨材粒径・塩化物総量等）が確認できる。（JIS A-5308以外の生コンを使用する場合）

・ コンクリート及びセメントコンクリート製品の使用にあたりアルカリ骨材反応抑制対策の適合を確認している。
（高炉Ｂ種・Ｃ種のセメントを使用したコンクリートの場合は評価対象から除外する）

・ 非破壊試験による配筋状態及びかぶり測定を行っている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成31年2月15日
付技第1035号）

・ コンクリート打込み前に、単位水量試験または水セメント比試験を実施している。
（平成26年8月19日付技第1019号）

・ コンクリート打込み時の必要な供試体を採取し、強度・スランプ・空気量等が確認できる。（JIS A-5308以外の
生コンを使用する場合）

・ 施工条件及び気象条件に適した運搬時間、打込み時の投入高さ、ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀｰによる締固、養生方法等、適
切に行っている。（寒中及び暑中ｺﾝｸﾘｰﾄ等を含む）

・ 型枠、支保工の組立が適正で、コンクリート打込み後、取り外し時期がコンクリート強度等で適正に管理され
てれている。

　☆　品質が、試験項目、試験基準及び規格値を満足する。

ｂ ｂ’ ｃ

　☆　品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する。〈判断基準参照〉

　※　ばらつきの判断基準は別紙－４参照

　　　（関連基準、土木工事施工管理基準、その他設計図書に定められた試験）
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別紙－３－２６－７

[記入方法]　該当する項目の・に○マークを記入する。 工事成績採点の考査項目の考査項目別運表 （検査職員）

考査項目 工　　種 ａ ａ’ ｄ ｅ

３．出来形 (下水道） ・品質関係の試験結果が ・品質関係の試験結果が

及び コンクリート 　規格値、試験基準を超え 　規格値、試験基準を満足

出来ばえ 構造物工事 　るものがあり、ばらつきが 　せず、品質が劣る。

（重力濃縮槽・等） 　大きい。　☆　品質が、試験項目、試験基準及び規格値を満足する。

ｂ ｂ’ ｃ

　☆　品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する。〈判断基準参照〉

　※　ばらつきの判断基準は別紙－４参照

　　　（関連基準、土木工事施工管理基準、その他設計図書に定められた試験）

【鉄筋】　
・ コンクリート打込みまでの鉄筋の保管管理が適正であることが確認できる。
・ 鉄筋の組立・加工が適切であることが確認できる。
・ スペーサーを適切に配置し、鉄筋のかぶりを確保している。
・ 鉄筋圧接作業にあたり、作業員の技量確認を行っている。
・ 鉄筋の規格・引張強度・曲げ強度の試験値をミルシート等で確認できる。
・ 主鉄筋の引張試験を１規格１０ロッドごとに実施している。

・ 非破壊試験を実施し、配筋状態およびかぶり測定により鉄筋状況を確認している。

【コンクリート防食塗装】　
・ 相対湿度が８５％以上のときは塗装を実施していないことが確認できる。（塗装前に湿度を測定している。）
・ 塗装するコンクリート面の含水率は高周波水分計で８％以下であることを確認している。
・ 塗装前のコンクリート表面のレイタンス処理が適切に実施されていることが確認できる。
・ しわ、ちぢみ、ふくれ、だれ等がないことが確認できる。
・ 塗料の空缶管理が、写真等で確実に空であることが確認できる。
・ 塗料の品質が出荷証明書、塗料証明書で確認できる。

Ver.R020401

Ⅱ
　
　
品
　
　
質

①「評価対象項目」のうち、評価対象外の項目は削除する。

②評価対象外項目の削除後は、削除後の評価項目数を母数として計算した比率(％)計算の値（評価値）で評価する。

③評価値（　　　％）＝該当項目数（　　）／評価対象項目数（　　）

④なお、削除後の評価対象項目数が３項目以下の場合はＣ評価とする。

ばらつきが小さい ばらついている ばらつきが大きい

５０％以下 ８０％以下 ８０％を超える

９０％以上 ａ ａ’ ｂ ｂ

７５％以上９０％未満 ａ’ ｂ ｂ’ ｂ’

６０％以上７５％未満 ｂ ｂ’ ｃ ｃ

６０％未満 ｂ’ ｃ ｃ ｃ

注　試験結果の打点数等が少なくばらつきの判断ができない場合は評価対象項目（評価値）だけで評価する。

ばらつきで
判断不可能

評
価
値

ばらつきで判断可能
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別紙－３－２６－１０

[記入方法]　該当する項目の・に○マークを記入する。 工事成績採点の考査項目の考査項目別運表 （検査職員）

考査項目 工　　種 ａ ａ’ ｄ ｅ

３．出来形 コンクリート ・品質関係の試験結果が ・品質関係の試験結果が

及び 構造物工事 　規格値、試験基準を超え 　規格値、試験基準を満足

出来ばえ 　るものがあり、ばらつきが 　せず、品質が劣る。

　大きい。

【共通】 ・品質関係の測定方法又は ・品質関係の測定方法又は

　測定値が不適切であった 　測定値が不適切であった

　ため、監督職員が文書で 　ため、検査職員が修補
　指示をを行い改善された。 　（手直し）指示を行った。

　上記該当あれば・・・・・ｄ 　上記該当あれば・・・・・e
・ コンクリートの打ち直しや補修の痕跡がない。
・ コンクリート打込み時に雨水やわき水が適切に処理されている。
・ コンクリートの現場養生用の供試体が当該現場のものであることが確認できる。
・ コンクリート打込みに打継ぎ目処理を適切に行っていることが確認できる。
・ 型枠の目違いがなく、型枠の破片等がコンクリート表面になく、丁寧な仕上がりが確認できる。
・ 目地に挟む目地材や止水坂等の設置が適切である。

・ 有害なクラックが無い。

・ 目地に挟む目地材は、露出の表面で均一に出るよう施工されている。
・ 目地材、止水板等はよじれなく直線的に仕上がっている。
・ 機器及び部品等で性能検査をするものは、製造者又は公的機関の証明書が整備されている。

・ 新潟県コンクリート品質確保ガイドライン（案）に基づく取組を達成した。（加点対象構造物以外は項目削除）

ｂ ｂ’

・ コンクリート打込み時の必要な供試体を採取し、強度・スランプ・空気量等が確認できる。（JIS A-5308以外の
生コンを使用する場合）

・ 施工条件及び気象条件に適した運搬時間、打込み時の投入高さ、ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀｰによる締固、養生方法等、適
切に行っている。（寒中及び暑中ｺﾝｸﾘｰﾄ等を含む）

ｃ

　☆　品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する。〈判断基準参照〉

［評価対象項目］

・  設計図書に基づくコンクリートの配合試験または試験練りが行われており、適切なコンクリートの規格
（強度・w/ｃ・最大骨材粒径・塩化物総量等）が確認できる。（JIS A-5308以外の生コンを使用する場合）

　※　ばらつきの判断基準は別紙－４参照

　　　（関連基準、土木工事施工管理基準、その他設計図書に定められた試験）

　☆　品質が、試験項目、試験基準及び規格値を満足する。

(ｴﾎﾟｷｼ樹脂鉄
筋使用高流動ｺ

ﾝｸﾘｰﾄ）

・ 型枠、支保工の組立が適正で、コンクリート打込み後、取り外し時期がコンクリート強度等で適正に管理され
てれている。

・ ひび割れ発生状況調査を実施している（土木コンクリート構造物の品質確保における品質確認調査方法、適用
範囲１））

・ ひび割れ有無の調査を実施し報告している（土木コンクリート構造物の品質確保における品質確認調査方法、適
用範囲２））

Ⅱ
　
　
品
　
　
質

・ コンクリート及びセメントコンクリート製品の使用にあたりアルカリ骨材反応抑制対策の適合を確認している。
（高炉Ｂ種・Ｃ種のセメントを使用したコンクリートの場合は評価対象から除外する）

・ コンクリート打込み前に、単位水量試験または水セメント比試験を実施している。
（平成26年8月19日付技第1019号）

・ 非破壊試験による配筋状態及びかぶり測定を行っている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成31年2月15日
付技第1035号）

・ 高流動コンクリートの自己充てん性は、実際の構造物または部材を模擬した、これと同等の構造条件及び施工
条件を有する実物大模型等により、照査している。
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別紙－３－２６－１０

[記入方法]　該当する項目の・に○マークを記入する。 工事成績採点の考査項目の考査項目別運表 （検査職員）

考査項目 工　　種 ａ ａ’ ｄ ｅ

３．出来形 コンクリート ・品質関係の試験結果が ・品質関係の試験結果が

及び 構造物工事 　規格値、試験基準を超え 　規格値、試験基準を満足

出来ばえ 　るものがあり、ばらつきが 　せず、品質が劣る。

　大きい。

ｂ ｂ’ ｃ

　☆　品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する。〈判断基準参照〉

　※　ばらつきの判断基準は別紙－４参照

　　　（関連基準、土木工事施工管理基準、その他設計図書に定められた試験）

　☆　品質が、試験項目、試験基準及び規格値を満足する。

(ｴﾎﾟｷｼ樹脂鉄
筋使用高流動ｺ

ﾝｸﾘｰﾄ）

【共通】

・ 鋼板に囲まれて閉鎖空間となる一つの隔室内には、コンクリートを連続して打込んでいることが確認できる。

【鉄筋】
・ コンクリート打込みまでの鉄筋の保管管理が適正であることが確認できる。
・ 鉄筋の組立・加工が適切であることが確認できる。
・ スペーサーを適切に配置し、鉄筋のかぶりを確保している。
・ 鉄筋圧接作業にあたり、作業員の技量確認を行っている。
・ 鉄筋の規格・引張強度・曲げ強度の試験値をミルシート等で確認できる。
・ 主鉄筋の引張試験を１規格１０ロッドごとに実施している。
・ 鉄筋の塗膜厚が、220±40μmの範囲で管理していることが確認できる。
・ 曲げ加工の際はキズ防止のため、緩衝材を当て加工していることが確認できる。
・ 鉄筋の付着強度試験、ピンホール試験、耐衝撃性試験、曲げ加工状況をミルシート等で確認できる。
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Ⅱ
　
　
品
　
　
質

・ 高流動コンクリートの流動性はスランプフロー試験、材料分離抵抗性は５００㎜フロー到達時間または漏斗流
下時間、自己充てん性は充てん装置を用いた通過性試験等で管理している。

・ 高流動コンクリートの打込み速度を、配合、部材形状、配筋状況等に応じて、試験結果や実績に基づいて適
切に定めている。

・ サンドイッチ鋼床版のコンクリートが充分に充てんされているかどうか、コンクリートの打込み及び締め固め
に際し空気抜き孔等からのコンクリートのオーバーフロー等により確認できる。

①「評価対象項目」のうち、評価対象外の項目は削除する。

②評価対象外項目の削除後は、削除後の評価項目数を母数として計算した比率(％)計算の値（評価値）で評価する。

③評価値（　　　％）＝該当項目数（　　）／評価対象項目数（　　）

④なお、削除後の評価対象項目数が３項目以下の場合はＣ評価とする。

ばらつきが小さい ばらついている ばらつきが大きい

５０％以下 ８０％以下 ８０％を超える

９０％以上 ａ ａ’ ｂ ｂ

７５％以上９０％未満 ａ’ ｂ ｂ’ ｂ’

６０％以上７５％未満 ｂ ｂ’ ｃ ｃ

６０％未満 ｂ’ ｃ ｃ ｃ

注　試験結果の打点数等が少なくばらつきの判断ができない場合は評価対象項目（評価値）だけで評価する。

ばらつきで
判断不可能

評
価
値

ばらつきで判断可能
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別紙－３－２６－１４

[記入方法]　該当する項目の・に○マークを記入する。 工事成績採点の考査項目の考査項目別運表 （検査職員）

考査項目 工　　種 ａ ａ’ ｄ ｅ

３．出来形 海岸工事 ・品質関係の試験結果が ・品質関係の試験結果が

及び （緩傾斜護岸工） 　規格値、試験基準を超え 　規格値、試験基準を満足

出来ばえ 　るものがあり、ばらつきが 　せず、品質が劣る。

　大きい。

【共通】 ・品質関係の測定方法又は ・品質関係の測定方法又は

　測定値が不適切であった 　測定値が不適切であった

　ため、監督職員が文書で 　ため、検査職員が修補

　指示をを行い改善された。 　（手直し）指示を行った。

　上記該当あれば・・・・・ｄ 　上記該当あれば・・・・・e
・ コンクリートの打ち直しや補修の痕跡がない。
・ コンクリート打込み時に雨水やわき水が適切に処理されている。
・ コンクリートの現場養生用の供試体が当該現場のものであることが確認できる。
・ コンクリート打込み前に打継ぎ目処理を適切に行っていることが確認できる。
・ 型枠の目違いがなく、型枠の破片等がコンクリート表面になく、丁寧な仕上がりが確認できる。

・ 有害なクラックが無い。

・ 施工基面が平坦に仕上げられている。
・ 材料の規格・品質が試験成績表等で確認できる。
・ 海岸部に保管する型枠のセパレート、組立の鉄筋等は、錆防止対策を行っている。
・ 濁り防止等環境保全に十分注意して施工していることが確認できる。

・ 新潟県コンクリート品質確保ガイドライン（案）に基づく取組を達成した。（加点対象構造物以外は項目削除）

Ver.R020401

　☆　品質が、試験項目、試験基準及び規格値を満足する。

・ 設計図書に基づくコンクリートの配合試験または試験練りが行われており、適切なコンクリートの規格
（強度・w/ｃ・最大骨材粒径・塩化物総量等）が確認できる。（JIS A-5308以外の生コンを使用する場合）

・ コンクリート及びセメントコンクリート製品の使用にあたりアルカリ骨材反応抑制対策の適合を確認している。
（高炉Ｂ種・Ｃ種のセメントを使用したコンクリートの場合は評価対象から除外する）

・ コンクリート打込み時の必要な供試体を採取し、強度・スランプ・空気量等が確認できる。（JIS A-5308以外の
生コンを使用する場合）

・ 施工条件及び気象条件に適した運搬時間、打込み時の投入高さ、ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀｰによる締固、養生方法等、適
切に行っている。（寒中及び暑中ｺﾝｸﾘｰﾄ等を含む）

・ 型枠、支保工の組立が適正で、コンクリート打込み後、取り外し時期がコンクリート強度等で適正に管理され
てれている。

・ ひび割れ有無の調査を実施し報告している（土木コンクリート構造物の品質確保における品質確認調査方法、適
用範囲２））

Ⅱ
　
　
品
　
　
質

［評価対象項目］

　※　ばらつきの判断基準は別紙－４参照

ｂ ｂ’ ｃ

　☆　品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する。〈判断基準参照〉

　　　（関連基準、土木工事施工管理基準、その他設計図書に定められた試験）
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別紙－３－２６－１４

[記入方法]　該当する項目の・に○マークを記入する。 工事成績採点の考査項目の考査項目別運表 （検査職員）

考査項目 工　　種 ａ ａ’ ｄ ｅ

３．出来形 海岸工事 ・品質関係の試験結果が ・品質関係の試験結果が

及び （緩傾斜護岸工） 　規格値、試験基準を超え 　規格値、試験基準を満足

出来ばえ 　るものがあり、ばらつきが 　せず、品質が劣る。

　大きい。　☆　品質が、試験項目、試験基準及び規格値を満足する。

　※　ばらつきの判断基準は別紙－４参照

ｂ ｂ’ ｃ

　☆　品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する。〈判断基準参照〉

　　　（関連基準、土木工事施工管理基準、その他設計図書に定められた試験）

【階段式護岸（緩傾斜ブロック】
・　基礎の均し面が平坦に仕上げられていることが確認できる。
・　吸出し防止材のマットは、重ね合わせ幅が確認できる。　
・　設置された緩傾斜ブロックに破損や補修痕のないことが確認できる。
・　設置された緩傾斜ブロックの不等沈下がなく、横方向のずれもない。
・　緩傾斜ブロックが設計勾配どおりに施工されている。
・　コンクリートブロックの転地、借置に際し、強度確認を行っている。
・　コンクリートブロックの借置きで転倒、崩壊等の恐れがない。　
・　異型ブロック等を現場で製作のものは、型枠搬入時に仮組等を実施し、寸法・歪み・傷等を
　　チエックしている。
・　異型ブロックの製作で豆板、かけ、型枠の目違いが規定の範囲であることが確認できる。

【中詰、被覆などの基礎工】

・　中詰めに使用する石の計量が適切であることが確認できる。
・　基礎工は、大小の石でかみ合わせが良く、均し面にゆるみがないよう施工されていることが確認できる。　
・　基礎に敷設する帆布等の破れがなく、所定の重ねが写真記録等により確認できる。
・　捨石基礎の均し面が平坦に仕上げられていることが確認できる。

Ver.R020401

Ⅱ
　
　
品
　
　
質

①「評価対象項目」のうち、評価対象外の項目は削除する。

②評価対象外項目の削除後は、削除後の評価項目数を母数として計算した比率(％)計算の値（評価値）で評価する。

③評価値（　　　％）＝該当項目数（　　）／評価対象項目数（　　）

④なお、削除後の評価対象項目数が３項目以下の場合はＣ評価とする。

ばらつきが小さい ばらついている ばらつきが大きい

５０％以下 ８０％以下 ８０％を超える

９０％以上 ａ ａ’ ｂ ｂ

７５％以上９０％未満 ａ’ ｂ ｂ’ ｂ’

６０％以上７５％未満 ｂ ｂ’ ｃ ｃ

６０％未満 ｂ’ ｃ ｃ ｃ

注　試験結果の打点数等が少なくばらつきの判断ができない場合は評価対象項目（評価値）だけで評価する。

ばらつきで
判断不可能

評
価
値

ばらつきで判断可能
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別紙－３－２６－１５

[記入方法]　該当する項目の・に○マークを記入する。 工事成績採点の考査項目の考査項目別運表 （検査職員）

考査項目 工　　種 ａ ａ’ ｄ ｅ

３．出来形 海岸工事 ・品質関係の試験結果が ・品質関係の試験結果が

及び （潜堤・人工ﾘｰﾌ） 　規格値、試験基準を超え 　規格値、試験基準を満足

出来ばえ 　るものがあり、ばらつきが 　せず、品質が劣る。

　大きい。

【共通】 ・品質関係の測定方法又は ・品質関係の測定方法又は

　測定値が不適切であった 　測定値が不適切であった

　ため、監督職員が文書で 　ため、検査職員が修補

　指示をを行い改善された。 　（手直し）指示を行った。

・ コンクリートの打ち直しや補修の痕跡がない。
・ コンクリートの現場養生用の供試体が当該現場のものであることが確認できる。 　上記該当あれば・・・・・ｄ 　上記該当あれば・・・・・e

・ 施工基面が平坦に仕上げられている。
・ 材料の規格・品質が試験成績表等で確認できる。
・ 捨石、被覆石などの材料の規格・品質が試験成績表等（現物照合を含む）で確認できる。
・ コンクリート打込みまでの鉄筋の保管管理が適正であることが確認できる。
・ 鉄筋の加工が適切であることが確認できる。
・ 潮位が事前に確認され整理されている。
・ 濁り防止等環境保全に十分注意して施工していることが確認できる。

・ 新潟県コンクリート品質確保ガイドライン（案）に基づく取組を達成した。（加点対象構造物以外は項目削除）

・ ひび割れ有無の調査を実施し報告している（土木コンクリート構造物の品質確保における品質確認調査方法、適
用範囲２））

Ⅱ
　
　
品
　
　
質

［評価対象項目］
　☆　品質が、試験項目、試験基準及び規格値を満足する。

・  設計図書に基づくコンクリートの配合試験または試験練りが行われており、適切なコンクリートの規格
（強度・w/ｃ・最大骨材粒径・塩化物総量等）が確認できる。（JIS A-5308以外の生コンを使用する場合）

・ コンクリート及びセメントコンクリート製品の使用にあたりアルカリ骨材反応抑制対策の適合を確認している。
（高炉Ｂ種・Ｃ種のセメントを使用したコンクリートの場合は評価対象から除外する）

・ コンクリート打込み前に、単位水量試験または水セメント比試験を実施している。
（平成26年8月19日付技第1019号）

・ コンクリート打込み時の必要な供試体を採取し、強度・スランプ・空気量等が確認できる。（JIS A-5308以外の生
コンを使用する場合）

・ 施工条件及び気象条件に適した運搬時間、打込み時の投入高さ、ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀｰによる締固、養生方法等、適切に
行っている。（寒中及び暑中ｺﾝｸﾘｰﾄ等を含む）

　※　ばらつきの判断基準は別紙－４参照

ｂ ｂ’ ｃ

　☆　品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する。〈判断基準参照〉

　　　（関連基準、土木工事施工管理基準、その他設計図書に定められた試験）
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別紙－３－２６－１５

[記入方法]　該当する項目の・に○マークを記入する。 工事成績採点の考査項目の考査項目別運表 （検査職員）

考査項目 工　　種 ａ ａ’ ｄ ｅ

３．出来形 海岸工事 ・品質関係の試験結果が ・品質関係の試験結果が

及び （潜堤・人工ﾘｰﾌ） 　規格値、試験基準を超え 　規格値、試験基準を満足

出来ばえ 　るものがあり、ばらつきが 　せず、品質が劣る。

　大きい。　☆　品質が、試験項目、試験基準及び規格値を満足する。

　※　ばらつきの判断基準は別紙－４参照

ｂ ｂ’ ｃ

　☆　品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する。〈判断基準参照〉

　　　（関連基準、土木工事施工管理基準、その他設計図書に定められた試験）

【潜堤（人工リーフ）】
・ コンクリートブロックの転地、仮置に際し、強度確認を行っている。
・ コンクリートブロックの仮置きで転倒、崩壊等の恐れがない。　
・ 設置されたブロックに破損や補修痕のないことが確認できる。
・ 異型ブロック等を現場で製作のものは、型枠搬入時に仮組等を実施し、寸法・歪み・傷等を
　チエックしている。
・ 異型ブロックの製作で豆板、かけ、型枠の目違いが規定の範囲であることが確認できる。
・ 異型ブロックの据付が平坦に仕上げられていることが、写真等で確認できる。
・ 音響測深器の資料により、縦断的に延長、平坦性が確認できる。
・ 音響測深器の資料により、横断的に幅、平坦性が確認できる。

【帆布、捨石及び均し関係】
・ 基礎工に使用する石の計量が適切であることが確認できる。
・ 基礎工は、大小の石でかみ合わせが良く、均し面にゆるみがないよう施工されていることが確認できる。　
・ 基礎に敷設する帆布等の破れがなく、所定の重ねが写真記録等により確認できる。
・ 捨石基礎の均し面が平坦に仕上げられていることが確認できる。

・ 現地に搬入された捨石の量が確認できるよう、運搬船の種類及び空立積等積載量（運搬船に石材を積みこんだ
状態できっ水線を検測し、積載量を算出する等）が確認できる。

①「評価対象項目」のうち、評価対象外の項目は削除する。

②評価対象外項目の削除後は、削除後の評価項目数を母数として計算した比率(％)計算の値（評価値）で評価する。

③評価値（　　　％）＝該当項目数（　　）／評価対象項目数（　　）

④なお、削除後の評価対象項目数が３項目以下の場合はＣ評価とする。

ばらつきが小さい ばらついている ばらつきが大きい

５０％以下 ８０％以下 ８０％を超える

９０％以上 ａ ａ’ ｂ ｂ

７５％以上９０％未満 ａ’ ｂ ｂ’ ｂ’

６０％以上７５％未満 ｂ ｂ’ ｃ ｃ

６０％未満 ｂ’ ｃ ｃ ｃ

注　試験結果の打点数等が少なくばらつきの判断ができない場合は評価対象項目（評価値）だけで評価する。

ばらつきで
判断不可能

評
価
値

ばらつきで判断可能
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別紙ー３－２６－１６

[記入方法]　該当する項目の・に○マークを記入する。 工事成績採点の考査項目の考査項目別運表 （検査職員）

考査項目 工　　種 ａ ａ’ ｄ ｅ

３．出来形 港湾工事 ・品質関係の試験結果が ・品質関係の試験結果が

及び （岸壁工） 　規格値、試験基準を超え 　規格値、試験基準を満足

出来ばえ 　るものがあり、ばらつきが 　せず、品質が劣る。

　大きい。

【共通】 ・品質関係の測定方法又は ・品質関係の測定方法又は

　測定値が不適切であった 　測定値が不適切であった

　ため、監督職員が文書で 　ため、検査職員が修補

　指示をを行い改善された。 　（手直し）指示を行った。

　上記該当あれば・・・・・ｄ 　上記該当あれば・・・・・e
・ コンクリートの打ち直しや補修の痕跡がない。
・ コンクリート打込み時に雨水やわき水が適切に処理されている。
・ コンクリートの現場養生用の供試体が当該現場のものであることが確認できる。
・ コンクリート打込み前に打継ぎ目処理を適切に行っていることが確認できる。
・ 型枠の目違いがなく、型枠の破片等がコンクリート表面になく、丁寧な仕上がりが確認できる。
・ 目地に挟む目地材や止水坂等の設置が適切である。

・ 有害なクラックが無い。

・ 目地に挟む目地材は、露出の表面で均一に出るよう施工されている。
・ 目地材、止水板等はよじれなく直線的に仕上がっている。
・ 機器及び部品等で性能検査をするものは、製造者又は公的機関の証明書が整備されている。
・ 新潟県コンクリート品質確保ガイドライン（案）に基づく取組を達成した。（加点対象構造物以外は項目削除）

ｂ ｂ’ ｃ

　☆　品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する。〈判断基準参照〉

［評価対象項目］

　　　（関連基準、土木工事施工管理基準、その他設計図書に定められた試験）

　☆　品質が、試験項目、試験基準及び規格値を満足する。

Ⅱ
　
　
品
　
　
質

　※　ばらつきの判断基準は別紙－４参照

・ 設計図書に基づくコンクリートの配合試験または試験練りが行われており、適切なコンクリートの規格
（強度・w/ｃ・最大骨材粒径・塩化物総量等）が確認できる。（JIS A-5308以外の生コンを使用する場合）

・ コンクリート及びセメントコンクリート製品の使用にあたりアルカリ骨材反応抑制対策の適合を確認している。
（高炉Ｂ種・Ｃ種のセメントを使用したコンクリートの場合は評価対象から除外する）

・ コンクリート打込み前に、単位水量試験または水セメント比試験を実施している。
（平成26年8月19日付技第1019号）

・ コンクリート打込み時の必要な供試体を採取し、強度・スランプ・空気量等が確認できる。（JIS A-5308以外の生
コンを使用する場合）

・ 施工条件及び気象条件に適した運搬時間、打込み時の投入高さ、ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀｰによる締固、養生方法等、適
切に行っている。（寒中及び暑中ｺﾝｸﾘｰﾄ等を含む）

・ 型枠、支保工の組立が適正で、コンクリート打込み後、取り外し時期がコンクリート強度等で適正に管理され
てれている。

・ ひび割れ有無の調査を実施し報告している（土木コンクリート構造物の品質確保における品質確認調査方法、適
用範囲２））
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別紙ー３－２６－１６

[記入方法]　該当する項目の・に○マークを記入する。 工事成績採点の考査項目の考査項目別運表 （検査職員）

考査項目 工　　種 ａ ａ’ ｄ ｅ

３．出来形 港湾工事 ・品質関係の試験結果が ・品質関係の試験結果が

及び （岸壁工） 　規格値、試験基準を超え 　規格値、試験基準を満足

出来ばえ 　るものがあり、ばらつきが 　せず、品質が劣る。

　大きい。

ｂ ｂ’ ｃ

　☆　品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する。〈判断基準参照〉

　　　（関連基準、土木工事施工管理基準、その他設計図書に定められた試験）

　☆　品質が、試験項目、試験基準及び規格値を満足する。

　※　ばらつきの判断基準は別紙－４参照

【共通】
・ 高流動コンクリートの自己充てん性は、実際の構造物または部材を模擬した、これと同等の構造条件
　及び施工条件を有する実物大模型等により、照査している。
・ 高流動コンクリートの流動性はスランプフロー試験、材料分離抵抗性は５００㎜フロー到達時間または
　漏斗流下時間、自己充てん性は充てん装置を用いた通過性試験等で管理している。
・ 高流動コンクリートの打込み速度を、配合、部材形状、配筋状況等に応じて、試験結果や実績に
　基づいて適切に定めている。
・ 高流動コンクリートは、表面仕上げを行う時期まで、表面の乾燥を防止する対策を施していることが確認できる。
・ 潮位が事前に確認され整理されている。

【鉄筋関係】　
・ コンクリート打込みまでの鉄筋の保管管理が適正であることが確認できる。 Ver.R020401

・ 鉄筋の組立・加工が適切であることが確認できる。
・ スペーサーを適切に配置し、鉄筋のかぶりを確保している。
・ 鉄筋の規格・引張強度・曲げ強度の試験値をミルシート等で確認できる。
・ 主鉄筋の引張試験を１規格１０ロッドごとに実施している。
・ 鉄筋圧接(溶接）作業にあたり、作業員の技量確認を行っている。
・ 鉄筋の重ね継手が、設計図書に示す長さを重ね合わせて、なまし鉄線で数箇所緊結していることが確認できる。

【鋼管杭及び矢板、控工関係】
・ 杭及び矢板に損傷及び補修痕がなく施工されている。
・ 杭及び矢板の打ち止め施工管理方法等が整備され、かつ記録が確認できる。

・ 溶接及び切断の品質管理に関して仕様書に定められた事項が確認できる。
・ 打ち込み機械が堅固な足場に固定され、施工されていることが確認できる。
・ 溶接（ガス切断）作業にあたり、作業員の技量確認をおこなっている。
・ 腹起こし材を全延長にわたり規定の水平高さに取付け、ボルトで十分締め付け矢板壁に密着させている。
・ 鋼材の保管にあたり、変形及び塗覆装面に損傷を与えないよう、適切に処理されている。
・ 控索素材は遇角部等特別な場合を除き矢板法線に対して直角に設置されている。
・ 杭、矢板、控工の規格・引張強度・曲げ強度の試験値をミルシート等で確認できる。
・ タイロッドの定着ナットのねじ部は、ねじ山全部がねじ込まれたうえ、ねじ山が三つ山以上突き
　出しているように締め付けられていることが確認できる。

Ⅱ
　
　
品
　
　
質
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別紙ー３－２６－１６

[記入方法]　該当する項目の・に○マークを記入する。 工事成績採点の考査項目の考査項目別運表 （検査職員）

考査項目 工　　種 ａ ａ’ ｄ ｅ

３．出来形 港湾工事 ・品質関係の試験結果が ・品質関係の試験結果が

及び （岸壁工） 　規格値、試験基準を超え 　規格値、試験基準を満足

出来ばえ 　るものがあり、ばらつきが 　せず、品質が劣る。

　大きい。

ｂ ｂ’ ｃ

　☆　品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する。〈判断基準参照〉

　　　（関連基準、土木工事施工管理基準、その他設計図書に定められた試験）

　☆　品質が、試験項目、試験基準及び規格値を満足する。

　※　ばらつきの判断基準は別紙－４参照

【鋼管杭及び矢板、控工関係】
・ ターンバックルのねじ込み長さは、定着ナットの高さ以上にねじ込まれていることが確認できる。
・ 部材にひずみを生じさせないよう切断していることが確認できる。
・ 事前に切断箇所のさび、ごみ等を除去していることが確認できる。

Ver.R020401

Ⅱ
　
　
品
　
　
質

①「評価対象項目」のうち、評価対象外の項目は削除する。

②評価対象外項目の削除後は、削除後の評価項目数を母数として計算した比率(％)計算の値（評価値）で評価する。

③評価値（　　　％）＝該当項目数（　　）／評価対象項目数（　　）

④なお、削除後の評価対象項目数が３項目以下の場合はＣ評価とする。

ばらつきが小さい ばらついている ばらつきが大きい

５０％以下 ８０％以下 ８０％を超える

９０％以上 ａ ａ’ ｂ ｂ

７５％以上９０％未満 ａ’ ｂ ｂ’ ｂ’

６０％以上７５％未満 ｂ ｂ’ ｃ ｃ

６０％未満 ｂ’ ｃ ｃ ｃ

注　試験結果の打点数等が少なくばらつきの判断ができない場合は評価対象項目（評価値）だけで評価する。

ばらつきで
判断不可能

評
価
値

ばらつきで判断可能
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別紙－３－２６－１９

[記入方法]　該当する項目の・に○マークを記入する。 工事成績採点の考査項目の考査項目別運表 （検査職員）

考査項目 工　　種 ａ ａ’ ｄ ｅ

３．出来形 魚礁工 ・品質関係の試験結果が ・品質関係の試験結果が

及び （ｺﾝｸﾘｰﾄ及び 　規格値、試験基準を超え 　規格値、試験基準を満足

出来ばえ 鋼製部材） 　るものがあり、ばらつきが 　せず、品質が劣る。

　大きい。

【共通】 ・品質関係の測定方法又は ・品質関係の測定方法又は

・ 濁り防止等環境保全に十分注意して施工していることが確認されている。 　測定値が不適切であった 　測定値が不適切であった

・ 潮位が事前に確認され整理されている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　ため、監督職員が文書で 　ため、検査職員が修補
　指示をを行い改善された。 　（手直し）指示を行った。

【魚礁製作関係】（コンクリート材）

　上記該当あれば・・・・・ｄ 　上記該当あれば・・・・・e

・ コンクリートの打ち直しや補修の痕跡がない。
・ コンクリート打込み時に雨水やわき水が適切に処理されている。
・ コンクリートの現場養生用の供試体が当該現場のものであることが確認できる。
・ 型枠の目違いがなく、型枠の破片等がコンクリート表面になく、丁寧な仕上がりが確認できる。

・ 有害なクラックが無い。

・ コンクリートブロックの転置、仮置に際し、強度確認を行っている。
・ コンクリート打込みまでの鉄筋の保管管理が適切であることが確認できる。
・ 鉄筋の組立・加工が適切であることが確認できる。
・ スペーサーを適切に配置し、鉄筋のかぶりを確保している。
・ 鉄筋の企画・引張強度・曲げ強度の試験値をミルシート等で確認できる。
・ 魚礁ブロック等を現場で製作するものは、型枠搬入時に仮組等を実施し、寸法・歪み・傷等をチェックしている。
・　魚礁ブロックの製作で豆板、かけ、型枠の目違いが規定の範囲であることが確認できる。

・ 新潟県コンクリート品質確保ガイドライン（案）に基づく取組を達成した。（加点対象構造物以外は項目削除）

Ⅱ
　
　
品
　
　
質

［評価対象項目］

・ ひび割れ有無の調査を実施し報告している（土木コンクリート構造物の品質確保における品質確認調査方法、適
用範囲２））

　☆　品質が、試験項目、試験基準及び規格値を満足する。

・ 設計図書に基づくコンクリートの配合試験または試験練りが行われており、適切なコンクリートの規格
（強度・w/ｃ・最大骨材粒径・塩化物総量等）が確認できる。（JIS A-5308以外の生コンを使用する場合）

・  コンクリート及びセメントコンクリート製品の使用にあたりアルカリ骨材反応抑制対策の適合を確認している。
（高炉Ｂ種・Ｃ種のセメントを使用したコンクリートの場合は評価対象から除外する）

・ コンクリート打込み前に、単位水量試験または水セメント比試験を実施している。
（平成26年8月19日付技第1019号）

・ コンクリート打込み時の必要な供試体を採取し、強度・スランプ・空気量等が確認できる。（JIS A-5308以外の
生コンを使用する場合）

・ 型枠、支保工の組立が適正で、コンクリート打込み後、取り外し時期がコンクリート強度等で適正に管理され
てれている。

・ 施工条件及び気象条件に適した運搬時間、打込み時の投入高さ、ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀｰによる締固、養生方法等、適
切に行っている。（寒中及び暑中ｺﾝｸﾘｰﾄ等を含む）

　※　ばらつきの判断基準は別紙－４参照

ｂ ｂ’ ｃ

　☆　品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する。〈判断基準参照〉

　　　（関連基準、土木工事施工管理基準、その他設計図書に定められた試験）
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別紙－３－２６－１９

[記入方法]　該当する項目の・に○マークを記入する。 工事成績採点の考査項目の考査項目別運表 （検査職員）

考査項目 工　　種 ａ ａ’ ｄ ｅ

３．出来形 魚礁工 ・品質関係の試験結果が ・品質関係の試験結果が

及び （ｺﾝｸﾘｰﾄ及び 　規格値、試験基準を超え 　規格値、試験基準を満足

出来ばえ 鋼製部材） 　るものがあり、ばらつきが 　せず、品質が劣る。

　大きい。　☆　品質が、試験項目、試験基準及び規格値を満足する。

　※　ばらつきの判断基準は別紙－４参照

ｂ ｂ’ ｃ

　☆　品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する。〈判断基準参照〉

　　　（関連基準、土木工事施工管理基準、その他設計図書に定められた試験）

【魚礁製作関係】（鋼製材）
・　鋼材の員数照合がミルシート等（現物照合含む）で確認できる。
・　溶接作業にあたり、作業員の技量確認を行っている。
・　放射性透過試験により溶接箇所の試験結果報告書が作成され、適正に実施されたことが確認できる。 Ver.R020401

・　ボルトの締付確認が実施され、適切に記録が保管されている。
・　ボルトの締付機、測定機器のキャリブレーションを実施している。
・　ボルトの品質がミルシート等で確認できる。

【魚礁沈設工】
・　沈設に先立ちGPS及びDｰGPS等の測量機器を利用して位置を測定し、設計図書に定められた場所に
　　沈設し、管理表を作成している。
・　沈設時の着底速度は、毎秒0.8m以下の速度で着底している。
・　沈設された魚礁は音響測深器等により高さ・長さ・幅を測定し、出来形図を作成している。

Ver.R020401

Ⅱ
　
　
品
　
　
質

①「評価対象項目」のうち、評価対象外の項目は削除する。

②評価対象外項目の削除後は、削除後の評価項目数を母数として計算した比率(％)計算の値（評価値）で評価する。

③評価値（　　　％）＝該当項目数（　　）／評価対象項目数（　　）

④なお、削除後の評価対象項目数が３項目以下の場合はＣ評価とする。

ばらつきが小さい ばらついている ばらつきが大きい

５０％以下 ８０％以下 ８０％を超える

９０％以上 ａ ａ’ ｂ ｂ

７５％以上９０％未満 ａ’ ｂ ｂ’ ｂ’

６０％以上７５％未満 ｂ ｂ’ ｃ ｃ

６０％未満 ｂ’ ｃ ｃ ｃ

注　試験結果の打点数等が少なくばらつきの判断ができない場合は評価対象項目（評価値）だけで評価する。

ばらつきで
判断不可能

評
価
値

ばらつきで判断可能
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別紙－３－２６－２６

[記入方法]　該当する項目の・に○マークを記入する。 工事成績採点の考査項目の考査項目別運表 （検査職員）

考査項目 工　　種 ａ ａ’ ｄ ｅ

３．出来形 ダム工事 ・品質関係の試験結果が ・品質関係の試験結果が

及び 　規格値、試験基準を超え 　規格値、試験基準を満足

出来ばえ 　るものがあり、ばらつきが 　せず、品質が劣る。

　大きい。

【共通】 ・品質関係の測定方法又は ・品質関係の測定方法又は

・  鉄筋の保管管理、組立・加工が適切でことが確認できる。 　測定値が不適切であった 　測定値が不適切であった

・　鉄筋の規格・引張強度・曲げ強度の試験値をミルシート等で確認できる。 　ため、監督職員が文書で 　ため、検査職員が修補
・  工事で発生する濁水の処理（スラッジ、放流水）が適切に管理されている。 　指示をを行い改善された。 　（手直し）指示を行った。

【基礎掘削】
・　必要な岩盤線まで確実に掘削されている。
・　ゆるみや浮き石等を除去し、仕上げ掘削が適切である。 　上記該当あれば・・・・・ｄ 　上記該当あれば・・・・・e

【ダムコンクリート】
・  コンクリート用骨材の品質・規格が仕様書に合致し適切である。
・  設計図書に基づくコンクリートの配合試験または試験練りが行われており、適切なコンクリートの規格
　　（強度・w/ｃ・最大骨材粒径・塩基総量等）が確認できる。
・　コンクリート打込み時の必要な供試体を採取し、強度、ｽﾗﾝﾌﾟ・空気量等が確認できる。

　処理を行っている。

・　コンクリートの現場養生用の供試体が当該現場のものであることが確認できる。
・　施工の打ち継ぎ目処理（越冬ブロックの処理を含む）が適切である。
・　目地材、止水板等はよじれなく直線的に仕上がっている。
・　機器及び部品等で性能検査をするものは、製造者又は公的機関の証明書が整備されている。

・ 新潟県コンクリート品質確保ガイドライン（案）に基づく取組を達成した。（加点対象構造物以外は項目削除）

ｂ ｂ’ ｃ

　☆　品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する。〈判断基準参照〉

・　型枠、支保工の組立が適正で、コンクリート打込み後、取り外し時期がコンクリート強度等で適正に管理されている。

［評価対象項目］

・　断層等弱層の処理が適切に行われている。（無い場合は省略、グラウチング等特殊基礎処理は基礎処理で評価）

・　施工条件及び気象条件に適した打込み時間、打込み時の投入高さ、ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀｰによる締固め管理、雨水やわき水の

・ ひび割れ有無の調査を実施し報告している（土木コンクリート構造物の品質確保における品質確認調査方法、適
用範囲２））

（重力式コン
クリートダ

ム）

・ コンクリート打込み前に、単位水量試験または水セメント比試験を実施している。
（平成26年8月19日付技第1019号）

Ⅱ
　
　
品
　
　
質

　　　（関連基準、土木工事施工管理基準、その他設計図書に定められた試験）

　☆　品質が、試験項目、試験基準及び規格値を満足する。

　※　ばらつきの判断基準は別紙－４参照

・　コンクリート及びセメントコンクリート製品の使用にあたりアルカリ骨材反応抑制対策の適合を確認している。
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別紙－３－２６－２６

[記入方法]　該当する項目の・に○マークを記入する。 工事成績採点の考査項目の考査項目別運表 （検査職員）

考査項目 工　　種 ａ ａ’ ｄ ｅ

３．出来形 ダム工事 ・品質関係の試験結果が ・品質関係の試験結果が

及び 　規格値、試験基準を超え 　規格値、試験基準を満足

出来ばえ 　るものがあり、ばらつきが 　せず、品質が劣る。

　大きい。

ｂ ｂ’ ｃ

　☆　品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する。〈判断基準参照〉

（重力式コン
クリートダ

ム）

　　　（関連基準、土木工事施工管理基準、その他設計図書に定められた試験）

　☆　品質が、試験項目、試験基準及び規格値を満足する。

　※　ばらつきの判断基準は別紙－４参照

【基礎処理】
 （ボーリンググラウチング工）
・　計量機器、測定機器のキャリブレーションを実施している。。
・　水押し試験、透水試験、グラウト注入等の圧力管理が適切である。
・　所定の深度で改良していることが確認出来る。
・　注入による変位管理が必要な場合は、確実に管理を行っていることが確認出来る。
・　追加基準、完了基準に従い、確実に改良がなされている。

 （グラウチングトンネル）
・　掘削は、地山を緩ませないように、かつ出来る限り滑らかに仕上げている。
・　ロックボルト設置が適切で丁寧な施工が行われている。 Ver.H310401

・　ｺﾝｸﾘｰﾄ打込時の必要な供試体を採取し、強度、ｽﾗﾝﾌﾟ・空気量等が確認できる。
・  巻き立て補強鉄筋は、所定のカブリが確保されている。
・　湧水やひび割れのないコンクリートの仕上がりが確認できる。

【取水・放流設備】
・　設計図書の仕様を踏まえた詳細設計を行い、承諾図書として提出していることが確認できる。
・　材料、部品の品質照合の書類（現物照合）を整理し品質の確認ができる。
・　溶接作業にあたり、作業員の技量確認を行っている。

・　鋼材の保管や据付にあたり変形及び表面に損傷を与えないように適切に管理されている。

Ⅱ
　
　
品
　
　
質

・　放射性透過試験等により溶接箇所の試験結果報告書が作成され、適正に実施されたことが確認できる。
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別紙－３－２６－２６

[記入方法]　該当する項目の・に○マークを記入する。 工事成績採点の考査項目の考査項目別運表 （検査職員）

考査項目 工　　種 ａ ａ’ ｄ ｅ

３．出来形 ダム工事 ・品質関係の試験結果が ・品質関係の試験結果が

及び 　規格値、試験基準を超え 　規格値、試験基準を満足

出来ばえ 　るものがあり、ばらつきが 　せず、品質が劣る。

　大きい。

ｂ ｂ’ ｃ

　☆　品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する。〈判断基準参照〉

（重力式コン
クリートダ

ム）

　　　（関連基準、土木工事施工管理基準、その他設計図書に定められた試験）

　☆　品質が、試験項目、試験基準及び規格値を満足する。

　※　ばらつきの判断基準は別紙－４参照

Ver.H310401

Ⅱ
　
　
品
　
　
質

①「評価対象項目」のうち、評価対象外の項目は削除する。

②評価対象外項目の削除後は、削除後の評価項目数を母数として計算した比率(％)計算の値（評価値）で評価する。

③評価値（　　　％）＝該当項目数（　　）／評価対象項目数（　　）

④なお、削除後の評価対象項目数が３項目以下の場合はＣ評価とする。

ばらつきが小さい ばらついている ばらつきが大きい

５０％以下 ８０％以下 ８０％を超える

９０％以上 ａ ａ’ ｂ ｂ

７５％以上９０％未満 ａ’ ｂ ｂ’ ｂ’

６０％以上７５％未満 ｂ ｂ’ ｃ ｃ

６０％未満 ｂ’ ｃ ｃ ｃ

注　試験結果の打点数等が少なくばらつきの判断ができない場合は評価対象項目（評価値）だけで評価する。

ばらつきで
判断不可能

評
価
値

ばらつきで判断可能
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別紙－４

１．出来形のばらつきの考え方

［管理図の場合］
【上・下限値がある場合】  【下限値のみの場合】

①ばらつきが概ね50％以下と判断できる例

※上限値のない場合のばらつきの考え方は、下限値と同様な値があるものと仮定しばらつきの％を考慮する。

②ばらつきが概ね80％以下と判断できる例

※概ねとは、打点数の90％以上とする。

［度数表またはヒストグラムの場合］

【ばらつきが小さい】 【ばらついている】 【ばらつきが大きい】
（概ね50%以内） （概ね80%以内） （概ね80%以上）

偏っている 底辺が広い

バラツキの判断は、原則としてサンプル数が１０個以上について行うものとするが、サンプル数が１０個未満においても、出来形管理項目全てを総合的に評価できる
ものとする。また、必要以上に測定基準を超えてサンプル数を10個以上としたものは評価しない。

±５０％以内 ±８０％以内 規格値内

規
格
値

規
格
値

規
格
値

規
格
値

規
格
値

規
格
値

設計値 設計値設計値

±
８

0
％

以
内

±
5

0
％

以
内

規格値

規格値

設計値

仮想の上限値

±
８

0
％

以
内

±
5

0
％

以
内

規格値

規格値

設計値

±
８

0
％

以
内

±
5

0
％

以
内

規格値

設計値

上限値を仮定

下限値を規定
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２．品質のばらつきの考え方
※ばらつきの判断が可能な工種（主なもの）

①コンクリートの圧縮強度（現場養生）
②路体、路床、下層路盤、上層路盤、舗装等の現場密度等
③アンカー工等の適性試験、確認試験等
④現場吹付法枠工等のコンクリート圧縮強度等

（１）ばらつきはサンプル数が１０個以上について、ばらつきの判断を行う。（原則としてサンプル数が１０個未満では、ばらつきの判断不可能とする。）
（２）ばらつき判定は、施工前に目標値が設定され、施工計画書に明記された目標値に対して品質管理されているものを評価する。（試験結果の平均値を後から求めて目標値としたものは評価しない。）
（３）規格値、試験基準を満足し、度数分布が（ 平均値 目標値－規格値）の±50％以内の範囲にある場合は、ばらつきが少ないと判断する。

（５）設計値が下限規格値になり上限規格値を持たないもの（コンクリート圧縮強度等）は、過去の施工実績等から適切に目標値が設定されていることを確認する。
※目標値設定例　　例１：現場養生コンクリート圧縮強度で設計値18N/mm2（下限規格値）のところ目標値を23N/mm2(1.3倍)に設定

例２：現場吹付法枠コンクリート圧縮強度で設計値18N/mm2のところ目標値を35N/mm2（2倍）に設定

【ばらつきが小さい】 　【ばらついている】 【ばらつきが大きい】
（概ね50%以内） （概ね80%以内） （概ね80%以上）

偏っている 底辺が広い

３．多工種複合工事の取り扱い

（１）主たる工種で評定する。なお、多工種で評定対象が重要な場合はこの限りでない。

（２）コンクリート橋はプレテンション桁等、工場で製作される構造物も対象とする。

4．コンクリート構造物のクラックについて

ｂ’

ばらつきで判断可能
ばらつきで判断不可能ばらつきが小さい ばらついている ばらつきが大きい

概ね５０％以内 概ね８０以内 概ね８０％以上

６０％以上７５％未満 ｂ ｂ’ ｃ

「有害なクラック」としないクラックは、構造物に発生したクラックの内、「コンクリートのひび割れ調査、補修・補強指針-2013」第４章、4.2 評価Ⅰの手法を参考に下記のとおりとする。
なお、有害なクラックが補修済であっても「有害なクラックが発生していた事実」をもって、有害なクラックがあるものとする。

ｃ

評
価
値

９０％以上 ａ ａ’ ｂ ｂ
ｂ’７５％以上９０％未満 ａ’ ｂ

（１）コンクリートの耐久性（鋼材の腐食として鉄筋コンクリートを対象としているが、無筋コンクリートも同様とする）
　　　進行性のないクラックを対象とし、表面の幅が0.2ｍｍ以下のクラック

（２） 防水性・水密性が求められる構造物（鉄筋及び無筋コンクリート）
　　　進行性のない貫通するクラックを対象とし、表面の幅が0.05ｍｍ以下のクラック

６０％未満 ｂ’ ｃ ｃ ｃ

（４）生コンクリートのスランプ、空気量、標準養生の圧縮強度、単位水量については、レディーミクストコンクリートの品質を保証するための
      　必要な品質管理であるため、工事成績評定の品質の評価対象としない。但し、コンクリート現場養生の圧縮強度については、この限りでない。

±５０％以内 ±８０％以内 規格値内

規
格
値

規
格
値

規
格
値

規
格
値

規
格
値

規
格
値

目標値-規格値 目標値-規格値 目標値-規格値 目標値-規格値 目標値-規格値 目標値-規格値

目
標
値

目
標
値

目
標
値
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５．その他

（１）「施工プロセス」チェックリストを活用して、評定を行う。

（２）「４．工事特性」「５．創意工夫」「６．社会性等」は、請負者から提出された実施状況に関する書類を活用して、評定を行う。　

コンクリート構造物のクラックの評価について（案）

クラック

あり

有害な

クラック

補修あり ｃ評価以上※

補修なし ｄ，ｅ評価

許容範囲内の
クラック

ｂ評価以上※

なし

クラックが発生した構造物は、検査の前までに発注者と協議して対応する。

1. 検査職員の品質評価について、有害なクラックについては補修されている場合でも、「・有害なクラックがない」のチェック項目は×とする。補修されていなければ、ｄ以下の評価とする。但し、

「新潟県コンクリート品質確保ガイドライン（案）」に基づく取組を達成した工事は、補修の有無にかかわらず「・有害なクラックがない」のチェック項目はすべて○となるが、有害なひび割れの

補修が必要と判断された場合は、補修を行わなくてはならない。

2. コンクリート検査職員の品質評価について、有害なクラック以外は「・有害なクラックがない」のチェック項目は○とし、ｂ評価以上とする。

3. 検査職員の品質評価について、補修を必要とするひび割れがある場合に、ひび割れ調査を実施していないときは、評価を１ランク落とすものとする。（a→a'→b→b'→c）

4. 出来ばえについて、微細なクラックを含めて全くクラックがない場合に「・クラックがない」項目を○とする。適切な補修等がしてある場合でも×とする。

5. 新潟県コンクリート品質確保ガイドライン（案）に基づく取組を達成した工事は、有害・無害にかかわらずひび割れが発生しても、品質・出来ばえともにクラックなしと同様の評価を行う。但し、

有害なひび割れにおいては、補修が必要と判断された場合は補修を行わなくてはならない。

＊１新潟県土木工事標準仕様書別添様式－２のひび割れ調査票の必要があるコンクリート構造物とは、高さが、５ｍ以上の鉄筋コンクリート擁壁、内空断面積が２５㎡以上の鉄筋コンクリートカルバー

ト類、橋梁上・下部工及び高さが３ｍ以上の堰・水門・樋門を対象（ただしいずれの工種についてもプレキャスト製品およびプレストレストコンクリートは対象としない）とする。

＊２上記＊１以外の鉄筋及び無筋コンクリート構造物については、有害なひび割れが発生した場合はひび割れ調査を行うものとする。ただし、コンクリートの品質、打込み方法、型枠・支保工の設置・

撤去、養生方法等、材料・施工に起因して発生した可能性を精査し、品質に関する評価対象項目を適切に評価し判定するものとする。

なお、クラックについては、「コンクリートのひび割れ調査、補修、補強指針」（日本コンクリート工学協会）、「コンクリート標準示方書〔維持管理編〕」（土木学会）を参考とできるが、「コンク

※クラックのみの評価である。
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別紙—５ ①主任監督員

１

２ ３ 受注者：　　　　　　　　　　　　　　　　４ 主任監督員名：

①「施工プロセス」チェックリストは、土木工事標準仕様書、建設工事請負基準約款、建設業法、労働安全衛生法等に基づき、施工に必要なプロセスが適切に施工されているかを主任監督員が確認する。

②チェック欄には、土木事務所内での書類・写真等での確認もしくは現場確認等により、その内容がOKであれば「□」欄に「レ」マークを記入、または、備考欄に指示事項や是正状況を記入する。

③用語の定義     契約後：当初契約後、  変更後：工期内に行う契約変更後。

着
手
前

完
成
時

・契約の日から起算して7日以内に、工程表が提出された。 （約款第3
条） （仕様書その１）1-1-1-4　工程表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（契約後、変更後） ・事務所に提出した日で判定すること。

・事前に監督員の確認を受け、契約締結後の10日以内に登録機関に
申請した。

・変更時の技術者は主任、監理技術者のみ。現場代理人や前記以外の技術者の
変更は申請不要。

（請負金額　500万円以上が対象工事）（契約後、変更時、完成時）

・コリンズ（CORINS）への登録日付は登録機関の登録日で判定する。
・受注、変更、完成時の登録は監督員が登録内容確認書で確認する。
・変更時と完成時の間が１０日間に満たない場合は、変更時の登録申請を省略で
きる。

・工事完成日は検査が工期内であれば検査日、工期以降であれば工期末日が完
成日になる（工期末日～検査日に担当技術者を拘束しない）ことに留意。

・掛金収納書の写しが契約締結後原則1ヶ月以内に提示された。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（施工時1回） （仕様書その１）1-1-1-47 48　保険の付保及び事故の補償

・掛金収納書を工事完成時に確認した。　　　　　　　　　　　　　（完成時） ・中小企業退職金共済制度加入者はこれに読み替える。(同等の他制度含む)

・「建設業退職金共済制度適用事業主工事現場」の標識が現場に掲示
されている。

（施工時1回程度）

・建設業退職金共済証紙の配付状況が受払簿等により確認できる。 　・下請各業者への証紙の配付状況を受払簿で確認する。

（施工時1回程度）　 　・中小企業退職金共済制度の加入者は、対象外。（同等の他制度含む）

・施工体制台帳が現場に備え付けられ、その写しが提出されている。 （仕様書その１）1-1-1-12　施工体制台帳及び施工体系図

（施工時の当初、施工体制変更時）　 ・工事を施工するため下請契約をした場合は、施工体制台帳の作成が必要。
・施工体制台帳に下請契約書（写し）及び再下請負通知書、契約書等
が添付され、下請金額が確認できる。 ・施工体制台帳が適正に記入されているか、添付書類の不足がないか確認する

（施工時の当初、施工体制変更時）　 ・変更が生じた場合、当該工事の施工前に監督員へ提出されているか確認する
・施工体制台帳及び再下請負通知書に記載の全ての業者について、社
会保険等への加入の有無を確認する。 ・施工体制台帳の「健康保険等の加入状況」欄で社会保険等の加入を確認する

（施工時の当初、施工体制変更時）  

□ □○施工体制
台帳

□

□

□

□

□□

○建設業退
職金共済制
度等

□ □

□

□

備　　　考

工事名：                    　               工事

工   期：　令和   年   月   日～令和   年   月   日

□

□

「施工プロセス」のチェックリスト　　　　　　　　　

施工中

チェック欄

チェックリスト一覧表

考
査
項
目

種
別

確認項目

○コリンズ
（CORINS）
への登録

□ □

Ⅰ
施
工
体
制
一
般

１
施
工
体
制

□

○工程表 □

□
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着
手
前

完
成
時

備　　　考
施工中

チェック欄

チェックリスト一覧表

考
査
項
目

種
別

確認項目

・新潟県コンクリート品質確保ガイドライン（案）に基づく取組を採用する
工事は、その記載がある。

・「Poc-tech」システムを使用した場合は、システムにより作成される「打込計画
書」にて施工計画を確認する。施工計画書でのコンクリート打込計画の記載は省
略できる（求めなくて良い）

・工事材料の品質を証明する資料を整備、保管し、提示、提出している。 （仕様書その１）2-1-2-1　工事材料の品質

(検査時）

・新潟県コンクリート品質確保ガイドライン（案）に基づく取組を採用する
工事は、そのガイドライン（案）に基づいて施工されていることが確認で
きる。

・工事材料を品質に影響ないように保管している。 ・施工計画書で保管方法を確認し、実際の施工と一致しているか確認する。

（施工時適宜） 　

・自社の管理基準を持ち、その基準により社内検査が完了していること
が書面で確認できる。

・施工計画書に自社の管理基準が記載されているかを確認する。

(着手時・検査時） 　

・出来型・品質管理が工事の施工と並行してその都度行っていることが
書面にて確認できる。

・段階確認時に整理されているかを確認。

(施工時または検査時） 　

・標準仕様書、工事書類作成マニュアルに記載されている提出書類が
簡潔で必要以上に作成されていない。（確認時・検査時に求めてはいけ
ない）

・提出済みの施工計画書や材料承認願等が再度作成されていない。
・提出頻度を超える工事写真が作成されていない。
・検査時の提示書類と提出書類がきちんと区別整理されている。

（検査時）

・絵パネル・標語パネル・フラワーポット・作業員休憩棟・記念植樹・安全
旗掲揚・現場事務所カーペットフロアー・エアコン・２重サッシ・応接室・
冷蔵庫・会議室・雨具掛室・談話室・観葉植物・シャワー室・水洗トイレ・
内階段・食堂・洗面所・更衣室・洗濯機

・現場環境改善費の計上如何を問わず、確認する。
・現場環境改善費の計上がある場合は、施工計画書の記載を確認し、実際の施
工と一致しているか確認する。

（施工時適宜） 　

・監督員の立合に当たって、段階確認についてはあらかじめ段階確認
願（種別、細別、施工予定時期等）を提出している。 （仕様書その１）1-1-1-22 23監督員による検査（確認を含む）及び立会等

（施工時適宜） 　

・段階確認の確認時期が、適切である。（土木工事監督基準別表２） 　

（施工時適宜） 　

・契約の日から起算して７日以内に工事に着手した。 （仕様書その１）1-1-1-10　工事の着手

（着手時） ・事務所に着手届を提出した日で判定すること。

・使用予定日の14日前までに、品名、数量、品質、規格又は性能を記し
た要求書を提出した。 （仕様書その１）1-1-1-18 19　支給材料及び貸与品

（施工時適宜） 　

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□□

□

□ □

□

○施工計画
書

□

□

２
施
工
状
況

○支給材料
及び貸与品

○工事の着
手

Ⅰ
施
工
管
理

□

□

□

□

□

□□

□

○現場環境
改善

○施工管理
・工事材料
管理・出来
型、品質管
理

○検査（確
認を含む）
及び立会い
等の調整

・施工記録データベースへの記録確認
・コンクリート施工中に１回以上「現場状況把握チェックシート」臨場確認
・完了時に、リフト図（構造物毎）打込管理表（打込リフト毎）、ひび割れ調査票（構
造物毎）の３帳票の提出確認

□

□

□

□
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着
手
前

完
成
時

備　　　考
施工中

チェック欄

チェックリスト一覧表

考
査
項
目

種
別

確認項目

・受注者は、産業廃棄物管理票（マニフェスト）により適正に処理されて
いることを確認し、監督員に提示（資料を示し説明）した。 （仕様書その１）1-1-1-20 21　建設副産物

（施工時適宜） 　

・再生資源利用計画書及び再生資源利用促進計画書を所定の様式に
基づき作成し、施工計画書に含め監督員に提出した。

・施工計画書に再生資源利用計画書及び再生資源利用促進計画書が当初から
添付されている。

(施工前）

・指定建設機械（排出ガス対策型、低騒音型、低振動型建設機械）を使
用している。 ・特記仕様書に記載した指定型式を確認。

（施工時）

・工程のフォローアップ等を実施し、工程の管理を行っている。 ・変更に伴う工程表が速やかに提出されているか確認。

（施工時適宜） 　

・工事内容の変更に関する理解が的確。

・変更に対する対外的な調整が適切。

（施工時適宜）

・官公庁の休日または夜間に作業を行った場合、事前に書面で提出し
た。（「施工計画書等で事前に作業実施報告」をしているものは除く。）

（仕様書その１）1-1-1-41 42　官公庁等への手続等

(施工前）

・新規入場者に対する安全教育を実施し、記録がある。 （仕様書その１）1-1-1-32 33　工事中の安全確保

（施工時または検査時）

・安全教育・訓練を４ 時間／月以上実施し、記録がある。 ・「記録」でチェック。

（施工時または検査時） ・事例は適切なものを使用しているか。

・安全パトロール、作業前安全ミーティング（KY)等を実施し、記録があ
る。 ・「記録」でチェック。

（施工時または検査時）

・店社パトロールを１ 回／月以上実施し、記録が整備されている。 ・「記録」でチェック。

（施工時または検査時）

・災害防止協議会等を設置し、活動記録がある。 □ □ ・「記録」でチェック。

（同一現場で複数の業者が作業する場合に設置される）

（施工時または検査時）

・使用機械（港湾工事の場合は船舶・機械）、車輌等の点検整備等が管
理され、記録がある。 ・「点検記録」をチェックする。

（施工時または検査時）

□

□

□

○指定建設
機械の確認

○建設副産
物及び建設
廃棄物

□

２
施
工
状
況

□

□

□

□
○安全活動

・現場設計内容の変更への対応が早く、また地元調整を積極的に行
い、その結果を書類で提出した。

□ □

□

□

□

□

□

□

□

□

□

Ⅱ
工
程
管
理

□

□
Ⅲ
 

安
全
対
策

○工程管理

□

□

□

□

□
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着
手
前

完
成
時

備　　　考
施工中

チェック欄

チェックリスト一覧表

考
査
項
目

種
別

確認項目

・重機操作で、誘導員配置や重機と人との行動範囲の分離措置がなさ
れた点検記録（機械の作業計画書）等がある。 ・「点検記録」をチェックする。

（施工時または検査時）

・山留め、仮締切等の設置後の点検及び管理の記録がある。 ・「点検記録」をチェックする。

（施工時または検査時）

・足場や支保工の組立完了時や使用中の点検及び管理がチェックリス
ト等により実施され、記録がある。 ・「点検記録」をチェックする。

（施工時または検査時）

・地下埋設物及び架空線に関する事故防止措置が実施されている。
・施工計画書の記述と一致するか確認する。

（施工時または検査時）

・交通誘導員、交通安全施設が配置計画に基づき適正に配置されてい
る。

KY日誌等で配置人数をチェックする。

（施工時または検査時）

・工事現場内・資機材置場・危険物置場の整理整頓がなされている。 ・場内整理が徹底しているか確認。

（施工時または検査時）

・各種安全パトロールでの指導事項や是正事項について、速やかに改
善を図り、かつ関係者に是正報告した記録がある。 ・「記録」でチェック。

（施工時または検査時）

・関係官公庁等の関係機関との折衝及び調整をした記録がある。 （仕様書その１）1-1-1-41 42　官公庁等への手続等

（施工時または検査時） ・「記録」でチェック。

・地元住民や地権者との施工上必要な交渉、工事の施工に関しての苦
情対応を適切に行い、記録がある。 （仕様書その１）1-1-1-41 42　官公庁等への手続等

（施工時または検査時） ・「記録」でチェック。

・隣接工事又は施工上密接に関連する工事の請負業者と相互に協力
を行っている記録がある。 ・「記録」でチェック。

（施工時または検査時）

２
施
工
状
況

○関係機関
等

○安全活動

□ □

Ⅳ
　
対
外
関
係

○安全パト
ロールの指
摘事項の処
理

□

□

□

□

□

□

□

□

□

Ⅲ
 

安
全
対
策

□

□

□

□

□

□

□

□ □ □

□□ □
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別紙－５①「施工プロセス」のチェックリスト（主任監督員）解説
別紙ー５①の運用において、主任監督員の目線を統一し、かつ適正に評定するために文言の解説、基準の根拠及び確認方法を示す。

考
査
項
目

種
別

確認項目 チェックリスト一覧表 備考 留意事項 検査員確認

○工程表
・契約締結の日から起算して７日以内に、工
程表が提出された。（約款第3条）
　　　　　　　　　　　　　　　（契約後、変更後）

（仕様書その１）1-1-1-4 工程表
・事務所に提出した日で判定すること。

○提出時の日付をチェック(監督員を経由して提出)

○コリン
ズ（ＣＯ
ＲＩＮ
Ｓ）への
登録

・事前に監督員の確認を受け、契約締結後
の１０日以内に登録機関に申請した。
（請負金額　500万円以上が対象工事）
　　（契約後、変更時、完成時）

・変更時の技術者は主任(監理)技術者のみ。現
場代理人や前記以外の技術者変更は申請不
要。
・コリンズ(CORINS）への登録日付は登録機関
の登録日で判定する。
・受注、変更、完成時の登録は監督員が登録内
容確認書で確認する。
・変更時と完成時の間が１０日間に満たな
い場合は、変更時の登録申請を省略でき
る。

○写しの提出は不要。
○完成時とは履行日でなく、竣工検査日が完成日と
なる。検査時は、登録予定のものを事前に監督員に
提示する。
（10日間は土、日曜、祝日を除く）
○工事完成日は工期末日と完了検査日を比較して
早い日付が完成日となる。
（工期末日以降に完了検査のためだけに工事担当
技術者を拘束することがないように完成日の登録
に留意する。）

・掛金収納書が契約締結後原則1ヶ月以
内に提示された。　　　　（施工時1
回）
・掛金収納書を工事完成時に確認した。
　
（完成時）

（仕様書その１）1-1-1-47 48　保険の付保及
び事故の補償
 ・中小企業退職金共済制度加入者は、これ
に読み替える。（同等の他制度含む）

○建退共以外への加入制度（中退共制度等）を書類
で確認する。
○中退共制度：加入証（写し）。
　自社退職金制度：労働契約・就業規則等
　商工会議所：特定退職金共済制度加入証（写し）

・「建設業退職金共済制度適用事業主工事
現場」の標識が現場に掲示されている。
　　　　　　　　　　　　　　　（施工
時１回程度）
・建設業退職金共済証紙の配付状況が受
払簿等により確認できる。
　　　　　　　　　　　　　　　（施工時１回程度）

・下請各業者への証紙の配付状況を受払簿で
確認する。
・中小企業退職金共済制度加入者は、対象外

○出面表形式の月報が整備されているか確認する。

・施工体制台帳を現場に備え付け、写しが
提出されている。
　（施工時の当初、施工体制変更時）

・施工体制台帳に下請契約書（写し）及び再
下請負通知書、契約書等が添付され、下請
金額が確認できる。
（施工時の当初、施工体制変更時）

（仕様書その１）1-1-1-12　施工体制台帳及び
施工体系図
・下請契約がある場合は、施工体制台帳の作
成が必要
・施工体制台帳が適正に記入されているか、添
付書類の不足がないか確認する。
・変更が生じた場合、当該工事の施工前に
提出しているか確認する。

○工事を施工するために、下請契約をする場合、
施工体制台帳を作成・提出する。

検査員も確認
○下請契約があれば全て提出。(入契
法)
○施工体制台帳が適正に記入され、必
要な添付書類とともに提出されてい
る。

・施工体制台帳及び再下請負通知書に記載
の全ての業者について、社会保険等への加
入の有無を確認する。
（施工時の当初、施工体制変更時）

・施工体制台帳の「健康保険等の加入状況」欄
で社会保険等の加入を確認する。

○施工体制台帳に記載の下請負業者が、社会保険
等への未加入業者であれば建設業係へ報告。

○施工体
系図

・施工体系図が現場の工事関係者及び公衆
の見やすい場所に掲示され、その写しが提
出されている。
（施工時の当初、施工体制変更時）

（仕様書その１）1-1-1-12　施工体制台帳及び
施工体系図
・施工体系図に変更がある毎に、監督職員に提
出されている。

○工事を施工するために、下請契約をする場合、
施工体系図を作成・提出する。

検査員も確認
○施工体系図が提出されているか。
○施工体系図が見やすい場所に掲示さ
れているか。

検査員も確認
○加入一覧表により、一次下請け以下
を含めた全社の加入を確認する。
○証紙の購入が着工と同時期に行われ
ているか確認する。但し、元請け会社
に十分な買い置きがある場合は申立書
で足りる。
○建設業退職者共済証紙購入状況報告
書を工事完成時に提出している。
○建設業退職金共済制度適用事業主工
事現場の標識が現場に掲示されてい
る。

○建設業
退職金共
済制度等

１
施
工
体
制

Ⅰ
施
工
体
制
一
般

○施工体
制台帳
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別紙－５①「施工プロセス」のチェックリスト（主任監督員）解説
別紙ー５①の運用において、主任監督員の目線を統一し、かつ適正に評定するために文言の解説、基準の根拠及び確認方法を示す。

考
査
項
目

種
別

確認項目 チェックリスト一覧表 備考 留意事項 検査員確認

・施工体系図に記載のない業者が作業して
いない。　　　　　　　　　　　　　　　　（施工時）

○KY日誌等で確認する。また、名札、ヘルメット
等で確認する。

・施工体系図に記載されている主任（監理）
技術者及び施工計画書に記載されている技
術者が本人である。
（施工時の当初、施工体制変更時）

○主任技術者、監理技術者は、名札、資格者証等で
確認する。

○労災保
険関係成
立票

・「労災保険関係成立票」の標識が公衆の
見やすい場所に掲示している。
　　　　　　　　　　　　　　　（施工時１回程度）

○保険関係成立年月日は、一括有期事業（請負金
額（税抜き）が1億8000万未満かつ概算保険料額
160万未満）が「毎年の更新日」。また、これ以
外の単独有期事業は、労働基準監督署に届けた

○建設業
許可標識

・「建設業許可票」の標識を、公衆の見やす
い場所に設置し、監理技術者名等を正しく
記載している。　　　　　　（施工時１回程度）

○許可標識は、縦25ｃｍ以上×横35ｃｍ以上
○下請契約は金額500万円以上を掲載。（資材提供
の場合は、その額を含んだものが500万円以上）

・現場代理人は、現場に常駐している。（約
款第１１条）　　　　　　　　　　　　　（施工時）
・現場代理人は、受注者の現場代理人へ
の委任事項について適切に処理している
（約款第11条）

・常駐の作業日報がある。休暇、他官庁打合
せ等で現場にいなくとも常駐とする。
・作業工程の管理、現場の安全対策、工事
現場の運営等を確認する。
・変更した場合、適切に引き継いでいる。

○所用があり、現場を離れる場合は、代理の者を置
く。

検査員も確認
○現場代理人のサインで確認する（撮
影日付きの現場代理人が写っている写
真があればベター）
○KY日誌で確認する。

・現場代理人は、監督員との連絡調整を「連
絡」を除き書面で行っている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（施工時適宜）

・口頭処理でも、後日書面で整理している。 ○（仕様書その１）1-1-1-2 用語の定義
承諾・協議・提出・報告・通知は、書面により行う。

○専門技
術者

・専門技術者を専任し、配置している。（建設
業法第26条の2）
　　　　　　　　　（施工計画時、施工時適宜）

・専門技術者が必要となる場合に確認する。
○土木一式工事の中に他の専門工事が含まれてい
る場合は、専門工事について主任技術者の資格を有
する者が配置されているか確認する。

○作業主
任者

・作業主任者を選任し、配置している。（労働
安全衛生法第１４条）
　　　　　　　　　　（施工計画時、施
工時適宜）

○必要な作業は労働安全衛生施行令第6条　別表
○作業主任者の資格を免許証又は技能講習済証で
確認する。

検査員も確認
○施工計画書の安全管理組織表で、下
請けも含め安全衛生責任者、作業主任
者等が明記されている。
○明記されていた場合、作業主任者等
の資格証明書の写しも確認する。

○潜水作
業従事者

・潜水作業従事者を適正人員配置してい
る。（港湾工事）
　　　　　　　　　　（施工計画時、施工時適宜）

・作業サイクルと人員配置について確認する。
・組織体系と責任者及び連絡網を確認する。

○港湾工事等潜水作業従事者配置要領により配置
を確認する。
○潜水作業に従事する潜水士の氏名、資格認定番
号、有効期限、並びに指揮者、管理者の配置状況
を施工計画書に記載しなければならない。

○海上起
重作業船
団長

・海上起重作業船団長を配置している。
（港湾工事）
　　　　　　　　　　（施工計画時、施工時適宜）

・作業サイクルと人員配置について確認する。
・組織体系と責任者及び連絡網を確認する。

○港湾工事等海上起重作業船団長配置要領により
配置を確認する。
○港湾潜水技士手帳の写しを確認する。
○海上起重作業船団毎に、船団長に配置する者の
氏名を施工計画書に記載しなければならない。

○施工体
系図

○現場代
理人

Ⅰ
施
工
体
制
一
般

Ⅱ
配
置
技
術
者
／
現
場
代
理
人

１
施
工
体
制
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別紙－５①「施工プロセス」のチェックリスト（主任監督員）解説
別紙ー５①の運用において、主任監督員の目線を統一し、かつ適正に評定するために文言の解説、基準の根拠及び確認方法を示す。

考
査
項
目

種
別

確認項目 チェックリスト一覧表 備考 留意事項 検査員確認

・配置予定技術者、施工体制台帳に記載さ
れた本人であることを資格者証で確認した。
　　　　　　　　　　　　　　　　     　　（着手前）

・資格証を携行していることを確認する。
・下請契約の総額が4,000万円以上は監理技
術者が専任。
・工事の請負金額が3,500万円以上は主任技
術者が専任。

○監理技術者証、講習終了証で確認する
○主任技術者は、資格者証（実務経験者は実務経
験）を確認する。

・現場に常駐している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（施工時）

・常駐の作業日報がある。
・休暇、他官庁打合せ等で現場にいなくても
常駐扱いとする。
・変更した場合、適切に引き継いでいる。

○ＫＹ日誌、サインで確認する。

・施工計画や工事に係る工程、技術的事項
を把握し、主体的に係わっていた。
                               (施工時、打合せ時）

・明確な根拠に基づいて、技術的な判断を
行っているか確認する。
・各下請業者に対しても指導的な役割を
担っているか確認する。

○現場組織表で、出来形管理、品質管理の担当者を
確認。

・施工に先だち、創意工夫又は提案をもって
工事を進めている。          （施工時適宜）

○現場技
術者

・現場技術員との対応が適切である。
（建設コンサルタント等に現場技術業務委託
の場合）          　　　　　　　（施工時適宜）

（仕様書その１）1-1-1-8　現場技術員
・建設技術センター業務委託がこれに該当。

○下請負
者の把握

・下請業者が新潟県の建設工事入札参加
資格者である場合には、営業停止、指名停
止期間中でない。              （施工時適宜）

（仕様書その１）1-1-1-11　工事の下請負 ○施工体制台帳等により、指名停止期間に下請契約
を結んでいないか確認。

○下請人
指導責任
者配置届

・契約の日から起算して7日以内に、着手届
と同時に下請人指導責任者配置届が提出
された。        　        （着手時、変更後）

新潟県建設生産システム合理化指導要綱第9
・事務所に提出した日で判定すること。

○緊急連
絡網

・異常時、緊急時の対応・情報伝達・組織等
が確立され現場の見やすい場所に掲示して
ある。         　　　  （施工時１回程度）

○異常時対応の中止基準が現場に掲示されている。
○緊急時連絡表の掲示

・約款第１９条第１項（１）から（５）に係る設
計書の照査を行い結果を提出している。
　　　　　　　　　　　　　（着手前、
施工時適宜）

（仕様書その１）1-1-1-3　設計図書の照査等 （１）設計書、図面、仕様書、現場説明書及び現場説
明に対する質問回答書が一致しないこと。
（２）設計図書に誤びょう又は脱漏があること。
（３）設計図書の表示が明確でないこと。
（４）工事現場の形状、ゆう水等の状態、施工上の制
約等設計図書に示された自然的又は人為的な施工
条件と実際の工事現場が一致しないこと。
（５）設計図書で明示されていない施工条件について
予期することのできない特別な状態が生じたこと。

検査員も確認
○設計図書(設計書、図面、仕様書、現
場説明書及び現場説明に対する質問回
答書)の不一致。
○設計図書の誤びゅう、脱漏。
○設計図書の表示が不明確。
○施工上の制約等設計図書に示された
自然的又は人為的な施工条件と、実際
の工事現揚が一致しない。
○設計図書で明示されていない施工条
件について予期することのできない特
別な状態が生じた。
○工事測量

・現場との相違事実がある場合、その事実
が確認できる資料を書面により提出して確
認を受けた。
　　　　　　　　　　　　　（着手前、施工時適宜）

○確認を受けた内容を打合せ簿等に記載。
○該当の事実がない場合もそのことを報告している。

○監理技
術者（主
任技術者
の専任

制）
Ⅱ
配
置
技
術
者
／
現
場
代
理
人

１
施
工
体
制

○設計図
書の照査

Ⅰ
施
工
管
理

２
施
工
状
況
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別紙－５①「施工プロセス」のチェックリスト（主任監督員）解説
別紙ー５①の運用において、主任監督員の目線を統一し、かつ適正に評定するために文言の解説、基準の根拠及び確認方法を示す。

考
査
項
目

種
別

確認項目 チェックリスト一覧表 備考 留意事項 検査員確認

・施工（変更を含む）に先立ち、監督員に提
出した。（設計金額が500万円未満の簡易工
事は「設計額500万円未満の工事の総括
報告表」による報告）
　　　　　　　　　　　　　　　（着手
前、変更時）

・（仕様書その1）1-1-1-5　施工計画書
・施工計画書が契約後概ね１ケ月以内に提出
されている。

検査員も確認
○工事打合せ簿の日付で確認する。
○空欄ありの提出は提出と認めがたい
が、多工種の場合、当該工種の着手前
に変更提出されていればOKとする。

・記載内容と現場施工方法が一致している。
（設計金額が500万円未満の簡易工事は
「設計額500万円未満の工事の総括報告
表」による報告）
　　　　　　　　　　　　　　　　（施工時適宜）
・記載内容（作業手順書等）と現場施工体制
が一致している。（同上）
　　　　　　　　　　　　　　　　（施工時適宜）
・記載内容が、設計図書・現場条件等を反
映している。（同上）
　　　　　　　　　　　　　　　　（施工時適宜）
・新潟県コンクリート品質確保ガイドライン
（案）に基づく取組を採用する工事は、その
記載がある。

・「Poc-tech」システムを利用する場合は、シス
テムにより作成される「打込計画書」にて確認す
る。

・工事材料の品質を証明する資料を整備、
保管し提示または提出している。（検査
時）

（仕様書その１）2-1-2-1　工事材料の品質。 提出は、指定材料及び設計書で指定されたものの
み。

・新潟県コンクリート品質確保ガイドライン
（案）に基づく取組を採用する工事は、ガイド
ライン（案）に基づいて施工されていることが
確認できる。

・１回以上臨場して、施工状況把握チェックシー
トの記載を確認する。
・施工状況把握チェックシート、リフト図、打込管
理表、ひび割れ調査票の提出を確認する。

・リフト図およびひび割れ調査票は構造物毎、打込管
理表は打込リフト毎、施工状況把握チェックシートは
構造物毎のためそれぞれの提出頻度に留意する。

検査員も確認
○施工状況把握チェックシート、リフト図、
打込管理表、ひび割れ調査票の提出を確
認する。

・工事材料を品質に影響ないように保管して
いる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（施工時適宜）

・施工計画書で保管方法を確認し、実際の施工
と一致しているか確認する。

・自社の管理基準を持ち、その基準により社
内検査が完了している事が書面で確認でき
る。
　　　　　　　　　　　　　　　　（着手時・検査時）

・施工計画書に自社の管理基準が記載されて
いるかを確認する。（着手前チェック欄を
設けた。）

○社内検査は書類検査及び現場検査（写真が必要）
が実施されている。
○臨時検査・完成検査前に社内検査を実施してい
る。

検査員も確認
○社内管理基準(目標)を設定し、その
値を超えた場合の対処方法（原因の特
定と対策）が予め記載してある場合に
評価する。
○社内管理基準が、施工計画書に記載
されていることを確認する。
○社内の工事検査職員が「工事成績採
点表」(各社独自作成)により、評価し
ていることを確認。
○書類検査と現場検査（中間での臨時
検査も含めた主要構造物の出来形測定
等）が必要。（検査状況写真も必要）

○施工計画書の記載事項
①工事概要②計画工程表③現場組織表
④指定機械⑤主要船舶・機械⑥主要資材
⑦施工方法（主要機械、仮設備計画、工事用地等を
含む）
⑧施工管理計画⑨安全計画
⑩緊急時の体制及び対応⑪交通管理
⑫環境対策⑬現場作業環境の整備
⑭再生資源の利用の促進と建設副産物の適正処理
方法
⑮その他

検査員も確認
○所定項目は、仕様書（その1）の記載
項目をベースにしており、もれはない
か。
○設計図書の施工条件、特記仕様書等
を反映しているか。
○準備工、仮設計画、施工方法、施工
機械等が現場状況（地理、地形、周辺
環境、施工ヤード大小、交通量等）を
反映した具体的な施工内容となってい
るか。

○施工計
画書

Ⅰ
施
工
管
理

２
施
工
状
況

○施工管
理・工事
材料管
理・出来
形、品質
管理
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別紙－５①「施工プロセス」のチェックリスト（主任監督員）解説
別紙ー５①の運用において、主任監督員の目線を統一し、かつ適正に評定するために文言の解説、基準の根拠及び確認方法を示す。

考
査
項
目

種
別

確認項目 チェックリスト一覧表 備考 留意事項 検査員確認

・出来形・品質管理が工事の施工と並行して
その都度行っていることが書面にて確認で
きる。
（土木工事施工管理基準）
　　　　　　　　　　　　　（施工時または検査時）

・段階確認時に整理されているかを確認。

・絵パネル・標語パネル・フラワーポット・作
業員休憩棟・記念植樹・安全旗掲揚・現場
事務所カーペットフロアー・エアコン・２重
サッシ・応接室・冷蔵庫・会議室・雨具掛室・
談話室・観葉植物・シャワー室・水洗トイレ・
内階段・食堂・洗面所・更衣室・洗濯機
　　　　　　　　　　　　　　　（施工時適宜）

・現場環境改善費の計上如何を問わず、確認
する。
・現場環境改善費の計上がある場合は、施工
計画書の記載を確認し、実際の施工と一致して
いるか確認する。

・現場環境改善が、既に普及している一般的な取組
の場合、または当該現場では効果が薄い取組の場合
は、評価しない。

・監督員の立会に当たって、段階確認につ
いてはあらかじめ段階確認願（種別、細別、
施工予定時期等）を提出している。
　　　                           （施工時適宜）

（仕様書その１）1-1-1-22 23　監督員による
検査（確認を含む）及び立会等

検査員も確認（完全に一致していない）
○段階確認　→　元請業者が事前に段
階確認願を提出する。
○打合せ簿で確認する

・段階確認の確認時期が、適切である。
（土木工事監督基準別表２）
　　　　　　　　　　　　　　　　　（施工時適宜）

・工程表、打ち合わせ簿、臨時検査結果通知書で確
認する。

検査員も確認
○施工計画書に段階確認項目及び臨時
検査項目が明記され、それが立合いで
実施されている。工程表、打ち合わせ
簿、臨時検査結果通知書で確認する。

○工事の
着手

・契約締結の日から起算して７日以内に工
事に着手した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（着手日）

（仕様書その１）1-1-1-10　工事の着手
・事務所に着手届を提出した日で判定するこ
と。

○支給材
料及び貸
与品

・使用予定日の１４日前までに、品名、数
量、品質、規格又は性能を記した要求書を
提出した。      　　　  （施工時適宜）

（仕様書その１）1-1-1-18 19　支給材料及び
貸与品

該当事例は少ない

・受注者は、産業廃棄物管理票（マニュ
フェスト）により適正に処理されている
ことを確認し、監督員に提示（資料を示
し説明）した。
 
（施工時適宜）

（仕様書その１）1-1-1-20 21　建設副産物 ○マニュフェスト（Ａ，Ｂ２，Ｄ，Ｅ票）を確認し、排出業
者の記入項目がルールとおりに記入されている。
○写しの提出は不要。
○処分業許可証、収集運搬業許可証の写しの添付を
確認する。
　 処分地が新潟市内・・・・・新潟市長許可
   処分地が新潟市以外・・・新潟県知事許可
○収集運搬許可証 （新潟県知事許可）
○収集運搬は登録車両の写しの添付を確認する。

検査員も確認
○排出業者の記入項目がルールとおり
記入されている。
○マニュフェストによる数量が集計さ
れ、再生資源利用促進計画書の数量と
整合する。
○処分業許可証、収集運搬業許可証の
写しの添付を確認する。
○収集運搬は登録車輌の写しの添付。

・再生資源利用計画書及び再生資源利用促
進計画書を所定の様式に基づき作成し、施
工計画書に含め監督員に提出した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（施工前）

・施工計画書に再生資源利用計画書及び再生
資源利用促進計画書が当初から添付されてい
る。

○中間処理地又は最終処分地が記載されている。 検査員も確認
○施工計画書に再生資源利用計画及び
再生資源利用促進計画書が当初から添
付されている。

○建設副
産物及び
建設廃棄
物

○検査
（確認を
含む）及
び立会い
等の調整Ⅰ

施
工
管
理

２
施
工
状
況

○現場環
境改善

41/43 Ver.R030701



別紙－５①「施工プロセス」のチェックリスト（主任監督員）解説
別紙ー５①の運用において、主任監督員の目線を統一し、かつ適正に評定するために文言の解説、基準の根拠及び確認方法を示す。

考
査
項
目

種
別

確認項目 チェックリスト一覧表 備考 留意事項 検査員確認

Ⅰ
施
工
管
理

○指定建
設機械の
確認

・指定建設機械（排出ガス対策型、低騒音
型、低振動型建設機械）を使用している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（施工時）

・特記仕様書に記載した指定型式を確認。 ○指定番号、機械のメーカー名を確認する。
○排出ガス対策は、どの基準に適合するか確認す
る。（一次基準、二次基準、三次基準、オフロー
ド法）

○市町村毎に騒音・振動の規制値等を定
めている。
○騒音・振動で特定建設作業となる場合
は、知事または市町村長に届出が必要。
（指定機械を使用した場合、届出の対象外
となる場合がある）

・工程のフォローアップ等を実施し、工程の
管理を行っている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（施工時適宜）

・変更に伴う工程表が速やかに提出されている
か確認。

○提出時の日付をチェック

・現場設計内容の変更への対応が早く、ま
た地元調整を積極的に行い、その結果を書
類で提出した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（施工時適宜）

・工事内容の変更に関する理解が的確。
・変更に対する対外的な調整が適切。

・官公庁の休日または夜間に作業を行った
場合、事前に書面で提出した。（「施工計
画書等で事前に作業実施報告」をしてい
るものは除く。）
（施工前）

（仕様書その１）1-1-1-41 42　官公庁への手
続き等

○休日・夜間作業届については、届とＫＹ活動日誌の
作業内容をチェックする。

検査員も確認
○休日・夜間作業届については、届と
KY活動日誌の整合性をチェック

・新規入場者に対する安全教育を実施し、
記録がある。
　　　　　　　　　　　　　（施工時または検査時）

（仕様書その１）1-1-1-32 33　工事中の安全
確保

元方事業者における建設現場安全管理指針につい
て
第２の９

・安全教育・訓練を４時間/月以上実施し、
記録がある。
　　　　　　　　　　　　　（施工時または検査時）

・「記録」でチェック。
・事例は適切なものを使用しているか。

○写真でもチェックする。
○分割可。（トータルで４ｈ／月以上）
土木請負工事における安全・訓練等の実施につい
て

・安全パトロール、作業前安全ミーティング
（ＫＹ）等を実施し、記録がある。
　　　　　　　　　　　　　（施工時または検査時）

・「記録」でチェック。 ○KYはサインで確認。（押印不可）
安全パトは統括安全衛生責任者及び元方安全衛生
責任者が1日一回実施
元方事業者における建設現場安全管理指針につい
て
第２の８及び第２の１１

検査員も確認
○安全パト・安全巡視等の記載があ
り、実施しているか

・店社パトロールを１回／月以上実施し、記
録が整備されている。
　　　　　　　　　　　　　（施工時または検査時）

・「記録」でチェック。 ○店社安全衛生管理者が実施しているか確認
元方事業者における建設現場安全管理指針につい
て
第３の６

・災害防止協議会等を設置し、活動記録が
ある。
（同一現場で複数の業者が作業する場合に
設置される。）
　　　　　　　　　　　　　（施工時または検査時）

・「記録」でチェック。 ○月1回以上開催されているか
規約が作成されているか
協議事項の確認
元方事業者における建設現場安全管理指針につい
て
第２の６

・使用機械（港湾工事の場合は船舶・機
械）、車両等の点検整備等が管理され、記
録がある。
　　　　　　　　　　　　　（施工時または検査時）

・「点検記録」をチェックする。 ○車両等の点検簿に有資格者のサインがある。
労働安全衛生規則第167～169条
土木工事安全施工技術指針4章2節7

・重機操作で、誘導員配置や重機と人との
行動範囲の分離措置がなされた点検記録
（機械の作業計画書）等がある。
　　　　　　　　　　　　　（施工時または検査時）

・「点検記録」をチェックする。 ○重機操作で、誘導員配置や重機と人との行動範囲
の分離措置の点検記録。
労働安全衛生規則第158条

２
施
工
状
況

○工程管
理

Ⅱ
工
程
管
理

○安全活
動

Ⅲ
安
全
対
策
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別紙－５①「施工プロセス」のチェックリスト（主任監督員）解説
別紙ー５①の運用において、主任監督員の目線を統一し、かつ適正に評定するために文言の解説、基準の根拠及び確認方法を示す。

考
査
項
目

種
別

確認項目 チェックリスト一覧表 備考 留意事項 検査員確認

・山留め、仮締切等の設置後の点検及び管
理の記録がある。
　　　　　　　　　　　　　（施工時または検査時）

・「点検記録」をチェックする。 ○土止め支保工作業主任者の資格書の写しも確認。
7日以内で点検を実施
労働安全衛生規則第373条

・足場や支保工の組立完了時や使用中の
点検及び管理がチェックリスト等により実施
され、記録がある。
　　　　　　　　　　　　　（施工時または検査時）

・「点検記録」をチェックする。 ○足場組立等（吊・張・４ｍ以上）、型枠支保工作業主
任者の資格証明書の写しも確認する。
足場は作業前に点検を実施、支保工はコンクリー
ト打設前に実施
労働安全衛生規則第244条,567条,568条

・地下埋設物及び架空線に関する事故防止
措置が実施されている。
　　　　　　　　　　　　　（施工時または検査時）

・施工計画書の記述と一致するか確認する。

・交通誘導員、交通安全施設が配置計画に
基づき適正に配置されている。
　　　　　　　　　　　　　（施工時または検査時）

KY日誌等で配置人数をチェックする。

・工事現場内・資機材置場・危険物置場の
整理整頓がなされている。
　　　　　　　　　　　　　（施工時または検査時）

・場内整理が徹底しているか確認。 土木工事安全施工技術指針2章9節1

○安全パ
トロール
の指示事
項の処理

・各種安全パトロールでの指導事項や是正
事項について、速やかに改善を図り、かつ
関係者に是正報告した記録がある。
　　　　　　　　　　　　　（施工時または検査時）

・「記録」でチェック。

・関係官公庁等の関係機関との折衝及び調
整をした記録がある。
　　　　　　　　　　　　（施工時または検査時）

（仕様書その１）1-1-1-41 42 官公庁等への手
続等
・「記録」でチェック。

・地元住民や地権者との施工上必要な交
渉、工事の施工に関しての苦情対応を適切
に行い、記録がある。
　　　　　　　　　　　　　（施工時または検査時）

（仕様書その１）1-1-1-41 42 官公庁等への手
続等
・「記録」でチェック。

・隣接工事又は施工上密接に関連する工事
の受注者と相互に協力を行っている記録が
ある。
　　　　　　　　　　　　（施工時または検査時）

・「記録」でチェック。 ○安全対策協議会の設置（発注者の発議）

２
施
工
状
況

○安全活
動

Ⅳ
対
外
関
係

○関係機
関等

Ⅲ
安
全
対
策
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